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昭
和
33
年
５
月
１
日
、
富
岡
町

と
橘
町
が
合
併
し
、
阿
南
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
人
口
は
６
万
２
３
７
４

人
、
面
積
は
２
５
０
・
９
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
面
積
は
県
下
第

一
、
人
口
で
は
徳
島
市
に
次
ぐ
県

下
第
二
の
都
市
と
し
て
歩
み
始
め

ま
す
。

「
財
政
の
確
立
と
市
発
展
の

基
礎
と
な
る
工
場
誘
致
こ
そ

が
百
年
の
大
計
で
あ
る

－

」

　

初
代
市
長
に
は
、
富
岡
町
長
で

あ
っ
た
澤
田 

紋
さ
ん
が
就
任
し
、

前
述
し
た
言
葉
の
通
り
に
、
財
政

の
健
全
化
と
企
業
誘
致
を
中
心
と

す
る
成
長
政
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
に
公
表
さ
れ
た
「
経

済
白
書
」
で
、
政
府
は
「
も
は
や

戦
後
で
は
な
い
」
と
新
し
い
時
代

の
訪
れ
を
告
げ
、
日
本
経
済
が
高

度
成
長
の
軌
道
に
乗
る
中
で
、
新

市
の
抱
く
夢
は
大
き
い
も
の
で
し

た
。

財
政
再
建
団
体
か
ら
の
脱
却

（
財
政
の
健
全
化
と
企
業
誘
致
）

　

合
併
以
前
の
昭
和
30
年
度
末
に

お
け
る
富
岡
町
、
橘
町
の
一
般
会

計
の
赤
字
額
は
、
１
億
円
を
超
え

て
い
ま
し
た
。
両
町
は
、「
地
方

財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法
」
の

手
続
を
経
て
、
昭
和
31
年
に
再
建

団
体
の
指
定
を
受
け
、
そ
の
適
用

は
新
市
に
も
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
の
当
初
よ
り
、
財
政

運
営
に
制
限
を
受
け
る
阿
南
市
が

い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
の
が
、「
工

場
設
置
奨
励
条
例
」
の
制
定
を
は

じ
め
と
す
る
工
業
開
発
、
す
な
わ

ち
企
業
誘
致
を
中
心
と
す
る
成
長

政
策
で
し
た
。
雇
用
の
創
出
と
市

税
収
入
の
増
加
に
大
き
な
期
待
を

か
け
た
の
で
す
。

　

阿
南
市
は
、
こ
の
条
例
制
定
を

機
に
、
昭
和
30
年
代
に
は
豊
益
町

へ
の
神
崎
製
紙
㈱
富
岡
工
場
、
橘

町
幸
野
へ
の
四
国
電
力
㈱
新
徳
島

発
電
所
、
40
年
代
に
は
、
日
本
電

工
㈱
徳
島
工
場
な
ど
の
誘
致
に
成

功
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
総
事
業
費
２
０
０
億

円
に
達
す
る
橘
湾
一
帯
の
大
臨
海

工
業
地
帯
構
想
を
打
ち
立
て
る
な

ど
、
新
産
業
都
市
の
指
定
を
視
野

に
入
れ
た
取
組
へ
と
発
展
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
の
間
、
チ
リ
地
震
に
よ
る
津

波
や
第
二
室
戸
台
風
に
よ
る
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
も
の
の
、
昭
和

40
年
度
に
は
、
市
発
足
当
時
の
赤

字
の
解
消
を
実
現
し
ま
し
た
。

押
し
寄
せ
る
近
代
化
の
波

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
前
に

控
え
た
昭
和
39
年
１
月
、
阿
南
市

を
含
む
県
内
４
市
11
町
村
が
新
産

業
都
市
に
指
定
さ
れ
、
工
業
開
発

を
中
心
と
し
た
近
代
化
が
急
速
に

進
展
し
て
い
き
ま
す
。
港
湾
や
工

業
用
水
道
、
道
路
な
ど
の
産
業
・

都
市
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
、
国

道
55
号
は
、
県
南
に
通
じ
る
最
重

要
路
線
と
し
て
昭
和
38
年
頃
か
ら

拡
張
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

阿南市誕生　のびゆく阿南

▼

国
道
55
号
を
駆
け
抜
け
る
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

　
（
宝
田
町
付
近
）

　
本
市
は
、
昭
和
33
年
に
市
制

施
行
以
来
、
県
南
の
中
核
都
市

と
し
て
成
長
と
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
町
や
暮

ら
し
は
、
産
業
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
改
元
を
記
念
し
て
、
昭
和
、

平
成
と
産
業
都
市
と
し
て
の
阿

南
市
の
変
遷
を
振
り
返
る
こ
と

で
、「
令
和
」
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

産業都市 阿南
昭和、平成から、令和に向けて
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昭和から平成へ　新しい時代の始まり

り
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ

る
一
方
で
、
生
活
排
水
や
環
境
保

全
対
策
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
を
守
る
た
め
の
施
設
整
備

も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
４
月
、
21
世
紀
へ
の

架
け
橋
と
し
て
期
待
さ
れ
た
明
石

海
峡
大
橋
が
開
通
し
、
人
、
物
、

情
報
な
ど
の
流
れ
の
変
化
や
新
し

い
交
流
が
始
ま
り
ま
す
。

　

阿
南
市
で

は
、
急
速
な

モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の

普
及
に
よ
り

発
生
し
た
市

中
心
部
の
渋

滞
緩
和
と
交

通
安
全
の
確

保
を
図
る
こ

と
を
目
的
と

し
て
、
昭
和

48
年
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

た
国
道
55
号
阿
南
道
路
が
、
開
通

し
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
小
松
島
市
大
林
町

か
ら
阿
南
市
西
路
見
町
ま
で
の
９

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平
成
12
年
に
西

路
見
町
か
ら
津
乃
峰
町
ま
で
の

５
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平
成
25

年
に
津
乃
峰
町
か
ら
橘
町
ま
で
の

２
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
新
た
な

交
通
動
脈
と
し
て
、
県
都
方
面
へ

の
交
通
を
円
滑
に
導
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
工
業
化
や
産
業
の
発
展

を
支
え
る
た
め
、
経
済
界
の
母
体

づ
く
り
や
人
材
育
成
の
た
め
の
社

会
的
環
境
整
備
も
並
行
し
て
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
37
年
４
月
、

県
立
阿
南
工
業
高
等
学
校
が
開

校
。
そ
の
翌
年
に
は
国
立
阿
南
工

業
高
等
専
門
学
校
が
開
校
し
、
２

つ
の
高
等
工
業
教
育
機
関
が
新
設

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
年
に
阿

南
商
工
会
議
所
が
設
立
さ
れ
、
翌

年
に
は
、
桑
野
町
に
県
立
阿
南
職

業
訓
練
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

再
び
押
し
寄
せ
た
試
練

　

新
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
、

さ
ら
に
「
徳
島
県
新
長
期
総
合
開

発
計
画
」
に
お
い
て
先
導
的
工
業

開
発
の
拠
点
と
な
っ
た
阿
南
市

は
、
昭
和
47
年
に
、
昭
和
60
年
を

目
標
年
度
と
す
る
「
阿
南
市
総
合

開
発
計
画
」
を
策
定
し
、
工
業
開

発
を
軸
に
し
た
住
み
よ
い
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

昭
和
40

年
代
半
ば

以
降
、
辰

巳
地
区
や

大
潟
・
新

浜
地
区
に

お
い
て
工

業
用
地
を

造
成
す
る

な
ど
、
県

と
と
も
に

企
業
誘
致

の
た
め
の

「
受
け
皿

づ
く
り
」

を
積
極
的

に
進
め
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
工
業
開
発
に
よ
る

急
激
な
近
代
化
に
よ
り
、
公
害
問

題
な
ど
が
顕
在
化
・
深
刻
化
し
、

安
全
な
暮
ら
し
を
守
ろ
う
と
す
る

住
民
運
動
が
過
熱
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
二
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
が
日
本
経
済
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
阿
南
市
に
お

い
て
も
、
進
出
を
予
定
し
て
い
た

企
業
が
次
々
と
撤
退
を
表
明
。
新

産
業
都
市
計
画
に
描
い
て
い
た
工

業
開
発
は
行
き
詰
ま
り
、
用
地
造

成
な
ど
で
過
大
な
財
政
負
担
が
累

積
し
た
阿
南
市
は
、
再
び
厳
し
い

財
政
運
営
に
陥
り
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
景
気
が
呼
び
起
こ
し
た

企
業
立
地
の
急
進
展

　

戦
後
初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス
成
長

を
経
験
し
た
日
本
経
済
は
、
そ
の

後
安
定
成
長
の
時
代
に
入
り
ま

す
。
国
の
地
域
開
発
戦
略
は
、
そ

れ
ま
で
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

方
式
か
ら
定
住
構
想
へ
と
転
換
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
、
阿
南
市
、
那
賀
郡
、

海
部
郡
の
１
市
13
町
村
が
「
徳
島

県
南
部
モ
デ
ル
定
住
圏
」
に
指
定

さ
れ
、
翌
年
11
月
に
「
第
二
次
阿

南
市
総
合
開
発
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
自
然
と
調
和
し
た
産
業
都

市
形
成
、「
水
と
緑
の
青
年
産
業

都
市
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

時
代
は
移
り
変
わ
り
、
平
成
の

時
代
。
バ
ブ
ル
景
気
が
引
き
起
こ

し
た
地
価
高
騰
に
よ
っ
て
、
大
都

市
近
郊
に
安
価
な
工
業
用
地
が
な

く
な
っ
た
た
め
、
次
第
に
地
方
に

目
が
向
け
ら
れ
ま
す
。
阿
南
市
で

も
、空
き
と
な
っ
た
工
業
用
地
へ
、

工
場
立
地
の
申
し
出
が
相
次
ぐ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
４
月
、
大
潟
・
新
浜

工
業
用
地
で
第
１
号
と
な
る
阿
南

化
成
㈱
が
進
出
し
、操
業
を
開
始
。

平
成
６
年
４
月
に
は
、
県
営
辰
巳

工
業
用
地
に
進
出
し
た
㈱
山
本
鉄

工
所
阿
南
工
場
が
操
業
を
始
め
ま

し
た
。
そ
の
後
も
順
調
に
企
業
進

出
が
あ
り
、
現
在
で
は
、
両
工
業

用
地
で
14
社
が
操
業
。
従
業
員
数

は
４
２
０
０
人
を
超
え
、
雇
用
の

場
の
確
保
と
地
域
経
済
の
成
長
を

支
え
る
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

21
世
紀
を
見
据
え
た

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
３
年
、
第
三
次
阿
南
市
総

合
計
画
を
策
定
し
、「
マ
リ
ン
ブ

ル
ー
に
輝
く 

ふ
れ
あ
い
交
流
都

市
・
あ
な
ん
」
を
将
来
像
に
、
県

南
中
核
10
万
人
都
市
の
実
現
に
向

け
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
高
度

経
済
成
長
か
ら
続
く
好
景
気
に
よ

▲開校後に行われた入学式
　（阿南工業高等専門学校）

▲大潟・新浜工業用地に進出した阿南化成㈱

▼

工
業
用
地
と
し
て

　
造
成
さ
れ
た
辰
巳
地
区

▼

国
道
55
号
阿
南
道
路

（
日
開
野
町

－

津
乃
峰

町
間
）
開
通
式
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▼

橘
町
小
勝
に
建
設
さ
れ
た
「
橘
湾
石
炭
火
力
発

電
所
」
左
側
が
四
国
電
力
㈱
、
中
央
か
ら
右
側

が
電
源
開
発
㈱
の
発
電
所

産業都市への成長と発展

躍
動
す
る
平
成
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
　
世
界
へ

　

平
成
５
年
、
阿
南
市
に
本
社
を

置
く
日
亜
化
学
工
業
㈱
が
、
高
輝

度
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
と
製
品
化

に
成
功
し
、
平
成
７
年
に
青
紫
色

半
導
体
レ
ー
ザ
ー
の
開
発
、
平
成

８
年
に
は
、
蛍
光
体
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

組
み
合
わ
せ
、
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
発

明
す
る
な
ど
、
相
次
い
で
世
界
初

の
光
半
導
体
を
商
品
化
し
ま
し

た
。
世
界
中
に
光
の
革
命
を
起
こ

し
、
照
明
分
野
や
、
携
帯
電
話
に

代
表
さ
れ
る
モ
バ
イ
ル
端
末
分
野

な
ど
を
は
じ
め
、
自
動
車
、
農
業
、

医
療
、
情
報
通
信
な
ど
で
、
応
用

製
品
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

橘
湾
工
業
開
発
の
成
果

　

20
世
紀
最
後
の
年
と
な
る
平
成

12
年
、
橘
町

に
四
国
電
力

㈱
と
電
源
開

発
㈱
が
共
同

で
建
設
を
進

め
て
き
た

「
橘
湾
石
炭

火
力
発
電

所
」
が
完
成

し
、
営
業
運

転
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ

の
発
電
所
は
、

石
炭
火
電
と

し
て
は
国
内

最
大
規
模
を

誇
り
ま
す
。

　

昭
和
48
年

に
徳
島
県
と

振
興
セ
ン
タ
ー
、
富
岡
公
民
館
、

ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
、
か
も

だ
岬
温
泉
保
養
施
設
等
、
公
共
用

施
設
の
建
設
・
整
備
を
行
い
、
市

民
生
活
の
利
便
性
向
上
な
ど
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

開
か
れ
た
新
時
代
の
扉

　
「
平
成
の
大
合
併
」
が
各
地
で

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
平
成
17

年
、
阿
南
市
に
お
い
て
も
那
賀
川

下
流
域
の
ま
ち
と
し
て
同
じ
生

活
・
文
化
圏
を
有
し
、
共
に
発
展

を
遂
げ
て
き
た
那
賀
川
町
、
羽
ノ

浦
町
と
の
間
で
合
併
に
向
け
た
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
平
成
18
年
３
月
20
日
、
那

賀
川
町
、
羽
ノ
浦
町
を
編
入
し
、

８
万
人
の
人
口
を
擁
す
る
新
阿
南

市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

西
日
本
有
数
の
財
政
力
を

誇
る
都
市
へ
と
成
長

　

臨
海
部
に
お
け
る
工
業
開
発
を

実
現
し
た
阿
南
市
は
、「
平
成
の

大
不
況
」
と
呼
ば
れ
た
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
に
よ
る
影
響
を
は
ね
返

す
勢
い
で
成
長
を
続
け
ま
す
。
昭

和
40
年
に
約
87
億
円
だ
っ
た
阿
南

市
の
製
造
品
出
荷
額
は
、
こ
の
半

世
紀
で
35
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

企
業
誘
致
に
伴
う
民
間
法
人
企
業

所
得
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
平
成

４
年
度
に
２
５
６
万
３
千
円
だ
っ

た
「
一
人
当
た
り
の
市
町
村
民
所

得
」
は
、
平
成
11
年
度
に
は
３
０

４
万
４
千
円
と
、
県
内
の
自
治
体

で
最
高
額
と
な
り
、
以
降
、
平
成

27
年
度
ま
で
ほ
ぼ
１
位
の
座
に
輝

き
続
け
、
大
き
な
経
済
効
果
を
生

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
度
か
ら
７
年

間
、
地
方
交
付
税
（
普
通
）
が
交

付
さ
れ
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
不

交
付
団
体
と
な
り
、
西
日
本
有
数

の
財
政
力
を
誇
る
自
治
体
へ
と
成

長
を
遂
げ
た
の
で
し
た
。

阿
南
市
が
用
地
買
収
を
開
始
し
て

以
来
、
誘
致
企
業
の
撤
退
な
ど
曲

折
を
経
た
末
に
成
し
遂
げ
た
橘
湾

工
業
開
発
で
し
た
。
最
新
鋭
の
環

境
設
備
に
よ
っ
て
発
電
さ
れ
た
電

気
は
、
四
国
の
み
な
ら
ず
関
西
、

中
国
、
九
州
方
面
に
も
送
ら
れ
、

西
日
本
の
経
済
活
動
を
支
え
て
い

ま
す
。
四
国
電
力
㈱
阿
南
発
電
所

と
合
わ
せ
る
と
、阿
南
市
は
中
国
・

四
国
・
九
州
で
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
電
所
立
地
に
伴
い
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
電
源
三

法
交
付
金
を
活
用
し
て
、
商
工
業

▼

白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

（
提
供
／
日
亜
化
学
工
業
㈱
）

▲工業統計調査より（注　従業者数 4 人以上の事業所を対象）▲ ▲市町村民経済計算より
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地
域
資
源
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

21
世
紀
に
入
り
、
市
民
が
自
主

的
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
取
組
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
実
を
結
び
ま
す
。そ
の
一
つ
が
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
〝
光
〟
の
ま

ち
づ
く
り
で
す
。平
成
14
年
12
月
、

阿
南
青
年
会
議
所
が
行
っ
た
牛
岐

城
趾
公
園
に
３
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
オ
ブ
ジ
ェ
が
阿
南

の
夏
ま
つ
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
彩
り
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
東
京
や
海
外
に
も
貸
し
出
さ

れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
象
徴
と
し
て
阿

南
市
の
知
名
度
向
上
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
資

源
を
生
か

し
た
取
組

は
、
ス
ポ

ー
ツ
の
分

野
に
も
波

及
し
、
阿

南
市
の
新

た
な〝
顔
〟

と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド

創
出
に
つ

な
が
っ
て

い
ま
す
。

平
成
19
年
、

徳
島
県
南

部
健
康
運
動
公
園
内
に
本
格
的
な

野
球
場
が
完
成
し
た
こ
と
を
機
に
、

地
域
で
盛
ん
な
「
野
球
」
で
ま
ち

お
こ
し
を
進
め
よ
う
と
、
全
国
に

先
駆
け
て
「
野
球
の
ま
ち
阿
南
」

を
宣
言
し
、
還
暦
野
球
大
会
や
野

球
観
光
ツ
ア
ー
の
開
催
、
合
宿
の

誘
致
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

開
始
か
ら
10
年
間
で
、
宿
泊
者

は
延
べ
２
万
６
千
人
に
の
ぼ
り
、

経
済
効
果
は
10
億
円
を
超
え
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
を
生
み
出
す
ス
ポ

ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践
は
、
マ

ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

ひ
と
、
ま
ち
、
心
を
つ
な
ぐ

笑
顔
の
交
流
都
市
づ
く
り

　

日
本
の
人
口
は
、
平
成
20
年
の

１
億
２
千
８
０
８
万
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
に
転
じ
、
本
格
的
な
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
時
代
に
突
入

し
ま
し
た
。
平
成
26
年
に
発
表
さ

れ
た
、
日
本
創
生
会
議
の
「
増
田

レ
ポ
ー
ト
」を
き
っ
か
け
と
し
て
、

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
が
強
く

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
き

残
り
を
か
け
た
地
方
創
生
の
取
組

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

県
南
の
１
市
４
町
に
よ
る
定
住

自
立
圏
の
形
成
や
高
知
県
安
芸

市
、
室
戸
市
と
の
県
境
を
越
え
た

連
携
の
ほ
か
、
県
内
外
の
企
業
や

大
学
と
連
携
し
た
人
口
定
住
や
地

域
活
性
化
な
ど
の
取
組
も
積
極
的

に
展
開
し
、
産
学
官
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
に
は
、
阿
南
工
業

高
等
専
門
学
校
の
敷
地
内
に
「
阿

南
市
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
整
備
。
産
学
官
連
携
施

設
と
し
て
、
高
度
で
専
門
的
な
知

識
と
研
究
・
開
発
に
不
可
欠
な
資

機
材
の
提
供
等
を
行
い
、
新
技
術

や
研
究
成
果
を
発
信
す
る
拠
点
施

設
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
等
の
創
業
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
時
代
へ
の
躍
動

　

一
般
国
道
55
号
「
阿
南
道
路
」

の
那
賀
川
町
中
島
か
ら
西
路
見
町

江
川
間
の
４
車
線
化
は
、
令
和
元

年
度
末
の
完
成
を
目
前
と
し
て
お

り
、慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
緩
和
、

辰
巳
工
業
団
地
を
は
じ
め
、
県
南

地
域
の
企
業
活
動
活
性
化
に
繋
が

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

等
に
備
え
、
那
賀
川
・
桑
野
川
河

口
部
の
堤
防
の
液
状
化
対
策
、
堤

防
の
か
さ
上
げ
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

阿
南
市
内
の
企
業
に
目
を
向
け

ま
す
と
、
ク
ラ
ボ
ウ
が
辰
巳
工
業

団
地
に
建
設
し
た
県
内
初
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
に
続
き
、
王
子
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
も
同
工
業
団

地
内
に
、

国
内
最
大

規
模
の
バ

イ
オ
マ
ス

発
電
所
を

建
設
し
、

令
和
４
年

に
運
転
開

始
を
予
定

し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
日
亜
化
学
工
業
㈱
は
、

半
導
体
レ
ー
ザ
ー
（
Ｌ
Ｄ
）
専
用

の
新
生
産
棟
を
建
設
し
ま
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
比
べ
て
光
が
遠
く
ま
で

届
く
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や

内
視
鏡
の
光
源
、
自
動
車
の
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
な
ど
、
幅
広
い
用
途
が

あ
る
Ｌ
Ｄ
は
、
現
在
の
主
力
商
品

で
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
超
え
る
事
業
に

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
見
込
ま
れ

て
お
り
、
令
和
２
年
に
新
棟
の
本

格
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
県

南
の
中
核
都
市
と
し
て
発
展
し
て

き
た
阿
南
市
。
令
和
の
時
代
も
、

さ
ら
な
る
成
長
と
発
展
を
め
ざ
し

ま
す
。

▲東京ドームに飾られたＬＥＤオブジェ

▲４車線化工事が進む国道 55 号那賀川大橋
▲那賀川・桑野川河口部の堤防

のかさ上げ工事

▼

「
お
も
て
な
し
チ
ー
ム
」
と

対
戦
す
る
野
球
観
光
ツ
ア
ー

の
交
流
試
合

県南の中核都市として　新たな時代への躍動

▼

辰
巳
工
業
団
地
に
建
設
し
た
、

県
内
初
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
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ー
ト
な
ど
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

住
民
票
が
阿
南
市
に
あ
っ
て
も
原

則
と
し
て
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
転
出
者　
阿
南
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
で
も
、

他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

■
市
内
転
居
者　

▼
10
月
18
日
㈮
ま
で
に
転
居
届
を

出
し
た
人
は
、
新
住
所
地
の
投
票

所
へ

▼
10
月
19
日
㈯
以
降
に
転
居
届
を

出
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票

所
へ

■
投
票
所
入
場
券　
世
帯
主
宛
て

（
４
人
連
記
）に「
投
票
所
入
場
券
」

を
郵
送
し
ま
す
。
各
自
の
部
分
を

切
り
取
り
、
投
票
所
へ
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
は
告
示
後
直
ち

に
発
送
手
続
を
行
い
、
翌
日
か
ら

お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
資
格

が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
☎
22

－

３
７
９
１
）

へ

　

任
期
満
了
に
よ
る
阿
南
市
長
選

挙
お
よ
び
阿
南
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
が
11
月
３
日
㈷
に
告
示
さ
れ

11
月
10
日
㈰
（
伊
島
投
票
区
は
９

日
㈯
）
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
投
票
時
間　
午
前
７
時
～
午
後

８
時
（
大
井
・
大
田
井
・
阿
瀬
比
・

新
野
西
・
福
井
上
分
・
蒲
生
田
・
後
・

椿
泊
は
午
後
７
時
ま
で
）

■
期
日
前
投
票　
投
票
日
当
日
に

仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
や
冠
婚

葬
祭
な
ど
に
よ
り
、
投
票
所
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ

る
方
は
次
の
と
お
り
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

日
時
　
11
月
４
日
（
振
休
）
～
９

日
㈯　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８

時場
所
　
市
役
所
１
階　

多
目
的
ス

ペ
ー
ス

■
投
票
の
で
き
る
人　
平
成
13
年

11
月
11
日
以
前
に
生
ま
れ
た
日
本

国
籍
を
持
つ
人
で
、
令
和
元
年
８

月
２
日
以
前
か
ら
阿
南
市
に
住
民

票
が
あ
り
、
引
き
続
き
阿
南
市
に

住
ん
で
い
る
人
。
た
だ
し
、
選
挙

権
を
停
止
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

　

学
生
で
阿
南
市
外
の
寮
や
ア
パ

阿南市成人式のお知らせ

令和２年「阿南市成人式」を次のとおり開催し
ます。
日時　令和２年1月12日㈰　
　　　13:00開式（受付12:00～）
　　　※式典終了後、記念撮影を行います。
場所　スポーツ総合センター（サンアリーナ）
ご案内　平成11年４月２日～平成12年４月１

日までに生まれた方で、
①阿南市に住所を有する方には、12
月までに案内はがきを郵送します。
②阿南市に住所を有していない方で、
阿南市出身の方、阿南市内の学校に在
籍されていた方、または、阿南市内の
企業等に勤務をされている方で、阿南
市の成人式に出席を希望される方は、
生涯学習課までお申し出ください。案
内はがきを郵送します。

問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

大野公民館が完成

平成30年９月から建設を進めてまいりました大野公民館
の建物本体工事が竣工しました。今後、外構等の工事を終
え、供用開始します。

施設概要　
公民館・住民センター・放課後児童クラブの複合施設
鉄骨造２階建
延床面積866.04㎡

問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

　
も
う
す
ぐ
60
歳
に
な

り
ま
す
が
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
る
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。　

老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
公
的
年

金
に
加
入
し
て
、
原
則
と
し
て

最
低
10
年
間
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
免
除
・

納
付
猶
予
期
間
を
含
む
）

　

あ
な
た
の
よ
う
に
、
受
給
資

格
期
間
が
10
年
を
満
た
し
て
い

な
い
人
や
、
10
年
以
上
あ
る
が

満
額
と
な
る
40
年
に
満
た
ず
年

金
額
を
増
や
し
た
い
人
な
ど
が
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
40
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て

は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に

年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た

す
ま
で
、
特
例
的
に
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続

き
は
、
60
歳
に
到
達
し
た
日
以

降
、
任
意
加
入
の
申
出
書
と
口

座
振
替
の
申
出
書
の
両
方
の
提

出
が
必
要
で
す
。

ＱＡ

11
月
10
日
㈰
は
阿
南
市
長
選
挙

お
よ
び
阿
南
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す

外観大ホール

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
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臨
時
的
任
用
職
員
を
募
集

ご
み
収
集
作
業

募
集
内
容
　
令
和
２
年
１
月
上
旬

か
ら
環
境
管
理
事
務
所
に
お
い

て
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る
職
員

応
募
資
格
　
平
成
14
年
１
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

賃
金
・
勤
務
時
間
・
採
用
予
定
　

①
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
：
賃
金
は
日

額
９
５
０
０
円
。
勤
務
時
間
は
月

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分
。10
人
程
度
採
用
予
定
。

②
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
：
賃
金
は

時
給
１
２
２
５
円
。
勤
務
時
間
は

月
、
火
、
木
、
金
曜
日
の
午
前
７

時
30
分
～
正
午
。
３
人
程
度
採
用

予
定
。

申
込
方
法
　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
、
写
真
貼
付
）
を
人
事

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験

案
内
は
、
申
込
期
間
中
に
人
事
課

で
配
布
し
ま
す
。

申
込
期
間
　
11
月
29
日
㈮
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

試
験
内
容
　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
　
12
月
５
日
㈭

問
い
合
わ
せ
は
　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

学
校
給
食
調
理

募
集
内
容
　
令
和
元
年
度
に
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
臨

役立ててみませんか
「ふるさとづくり基金」

市役所庁舎への
津波避難訓練を実施します

ふるさとづくり基金を活用し自らの手で魅力あ
るまちづくりを進めてみませんか。
助成対象　次の２種類があります。
▶市の活性化および地域の振興につながる営利
を目的としない市民の自発的な活動（地域イベ
ント・文化活動・スポーツ行事等）を行う団体
への助成
▶海外視察研修（本市に２年以上在住し年齢が
満10歳から49歳までの方で、視察研修の体験
が地域づくりの実践につながると考えられる
方）
申請方法および交付の決定　助成を希望される
方は、定住促進課備え付けの申請書に必要事項
を記入の上、12月25日㈬までに提出してくだ
さい。助成の選考と金額など詳細は基金運営委
員会の審議を経て決定します。
問い合わせは　定住促進課（☎22−7404）へ

11月５日㈫に実施される全国一斉緊急地震速報訓練にあ
わせて、市役所庁舎への避難訓練を実施します。市役所近
隣の住民の方が参加対象となります。市役所近傍の防災無
線により訓練放送を実施しますので、市役所近隣住民の方
は避難訓練にご協力ください。
日時　11月５日㈫　10:00～11:30
避難場所　市役所１階　あなんフォーラム
避難者　地区津波避難計画における市役所近隣住民の方
内容　10:00～全国一斉緊急地震速報訓練(市内全域)

10:05～大津波警報発令の訓練放送（市役所近傍のみ）
10:05～11:00　避難訓練（あなんフォーラムにて）
11:00～11:30　防災講習「南海トラフ巨大地震に

ついて」
問い合わせは　危機管理課（☎22−9191）へ

おことわり　今月号の市長通信は、阿南市長選挙の実施に
より、公明性を期するため、お休みとさせていただきます。

　

自
営
業
を
営
ん
で
お

り
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
納
付

忘
れ
の
月
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
納
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

年
内
に
納
め
れ
ば
今
年
分
の
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料

は
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
控
除
証
明
書
の
内
容
は
、
本

年
１
月
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に

納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
と
年
内
に
納
付
が
見
込
ま

れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

こ
の
控
除
証
明
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
保
険
料
以
外
に
年
内
に

納
め
て
い
る
保
険
料
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
領
収
書
を
添
付
す

れ
ば
合
わ
せ
て
税
金
の
控
除
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
控
除
証

明
書
と
領
収
書
は
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ

時
的
に
勤
務
す
る
職
員

採
用
予
定
人
員
　
業
務
の
必
要
に

応
じ
て
採
用
し
ま
す
。

▼
代
替
調
理
員
：
月
10
日
程
度
、

臨
時
的
に
勤
務
す
る
給
食
調
理
員

（
不
定
期
）

賃
金
　
日
額
７
３
０
０
円　

申
込
方
法
　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
・
写
真
貼
付
）を
学
校
給

食
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
面

接
の
試
験
案
内
は
、
申
し
込
み
後

に
学
校
給
食
課
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

申
込
期
間
　
随
時
受
付

問
い
合
わ
せ
は
　
学
校
給
食
課

（
☎
22

－

０
３
６
２
）
へ

羽
ノ
浦
農
業
集
落
排
水
地
域

に
お
け
る
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
に
つ
い
て

　

羽
ノ
浦
農
業
集
落
排
水
地
域

は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
の

交
付
対
象
外
地
域
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、本
年
８
月
１
日
㈭
か
ら
、

補
助
金
の
交
付
対
象
地
域
と
し
ま

し
た
。（
た
だ
し
、
羽
ノ
浦
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
の
管
理
上
、

当
該
施
設
に
接
続
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。）

　

本
年
度
の
合
併
処
理
浄
化
槽
補

助
金
の
申
請
期
限
は
、
11
月
29
日

㈮
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
環
境
保
全
課

（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ
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緊
急
地
震
速
報
の

情
報
伝
達
訓
練（
第
２
回
）

を
実
施

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
利
用
し
た
緊
急
地

震
速
報
の
情
報
伝
達
訓
練
（
第
２

回
）
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
本
市
で
は
、防
災
行
政
無
線
、

登
録
制
メ
ー
ル
配
信
お
よ
び
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
５
日
㈫　

午
前
10
時
頃

ご
注
意
く
だ
さ
い
　
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
、
携
帯
電
話
（
緊
急
速
報
メ

ー
ル
）
で
は
放
送
ま
た
は
報
知
さ

れ
ま
せ
ん
。

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
等
に

よ
っ
て
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
危
機
管
理
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

「
第
28
回
阿
南
市
活
竹
祭
」

出
店
者
お
よ
び
出
演
者
募
集

　

第
28
回
阿
南
市
活
竹
祭
へ
の
出

店
者
お
よ
び
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
令
和
２
年
２
月
９
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
　
市
役
所

〈
出
店
者
〉

出
店
資
格
　
阿
南
市
内
の
団
体
等

と
し
、
出
店
物
は
阿
南
市
の
特
産

品
を
主
と
す
る
こ
と

〈
出
演
者
〉

出
演
資
格　
阿
南
市
在
住
で
地
元

伝
統
芸
能
・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
５
組
程
度

出
演
時
間　
１
組
10
分
程
度
（
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
時
間
を
含
む
）

〈
共
通
事
項
〉　
　
　

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
11
月
15
日
㈮

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
出

店
・
出
演
希
望
に
添
え
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿

南
市
活
竹
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
労
政
課
内
☎
22

－

３

２
９
０
）
へ

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い
て

　

シ
カ
や
サ
ル
な
ど
農
作
物
に
害

を
及
ぼ
し
て
い
る
有
害
鳥
獣
を
捕

獲
す
る
際
に
は
、
免
許
や
許
可
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

が
無
い
状
態
で
の
捕
獲
は
危
険
が

伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

控
え
く
だ
さ
い
。

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
許
可
に
関
し

て
ご
相
談
が
あ
る
方
は
、
農
林
水

産
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
農
林
水
産
課

（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

ＪＡ徳島厚生連が運営をする阿南医療センターで
は、来年度から５年間にわたり、内科・整形外科な
どの専門指導医を数名、徳島大学医学部から派遣を
していただき、地域医療の診療を通した教育・研究
および研修医師の育成に寄与すること目的とした

「阿南地域医療教育センター（仮称）」の設置に向け
て、同大学と協議をされております。
具体的には、同大学より派遣される専門指導医の医
師は、新たな医師人材を育てるための教育・指導を
していただきながら患者さんの診察・治療にもあた
っていただくことから、より充実した医療提供体制
を整えることができます。

阿南医療センター内に専門指導医が
教育・研究および診察をする「阿南地
域医療教育センター（仮称）」を設置日時　11月26日㈫　13:30～16:30

場所　阿南医療センター東館１階　ロビー
内容　無料健康相談、健康チェック、模擬体験（AED、リハビリなど）、
ヘリポート見学ツアー、ゆるキャラ“サボちゃん”ぬり絵、フリーマ
ーケット、産直市ほか。すてきなプレゼントをご用意しています。
※くわしくは、阿南医療センターホームページをご覧ください。
問い合わせは　阿南医療センター管理課（☎28−7777）へ

阿南医療センター

第 1 回健康フェスタを開催

医療センターでは、本年７月から、宮崎県の乳腺外
科を専門とする医療法人で理事長をされておられた
医師や徳島県がん診療連携協議会緩和ケア部会長の
医師などが、新たに常勤医師として勤められるよう
になりました。また、11 月からは、愛知県の医療
法人で院長をされておられた整形外科の医師が週３
日勤務されることになるとともに、運動機能外科の
医師で内視鏡の最先端手術をされる医師も勤務して
いただける予定であります。
今後とも本市は、医療センターや阿南市医師会など
と連携を密にしながら地域医療を守り、育てる取組
に全力を傾注していきます。

優秀な医師を着々と確保

脳に関連する症状について毎回異なるテーマでご講演いただきます。
講演後には医師による無料の個別相談会も行います。１回の参加も可
能です。（※要予約）
講師　阿南医療センター脳神経外科部長　坂東一彦さん、同脳神経外

科医師　金子文仁さん、同耳鼻咽喉科医師　戸田直紀さん
日程と内容
講演　15:30～16:30　個別医師相談　16:30～17:00

場所　健康づくりセンター２階
申込方法　各講演会の前日までに保健センターへご予約ください。
問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

阿南医療センター医師から学ぼう！

講演会「症状から学ぶ脳外科」

講演日 内　　容 講　師

11月21日㈭ しびれ、麻痺とは？ 脳外科医師

12月26日㈭ めまいとは？ 脳外科医師・
耳鼻咽喉科医師令和２年１月23日㈭ 難聴と耳鳴りとは？

令和２年３月19日㈭ 首や手の震えの原因は？ 脳外科医師

シリーズ 地域医療の明日を考える〈7〉
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阿
南
市
人
権
施
策
基
本
方
針

改
訂
版
（
素
案
）
に
係
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

募
集
期
間
　
11
月
1
日
㈮
～
14
日

㈭
（
必
着
）

公
表
資
料
　
阿
南
市
人
権
施
策
基

本
方
針
改
訂
版
（
素
案
）

公
表
場
所
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

人
権
・
男
女
参
画
課

意
見
を
提
出
で
き
る
方
　
▼
市
内

に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
方

▼
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
方

提
出
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
、
ま
た
は
人
権
・
男
女
参
画
課

に
備
え
付
け
の
用
紙
に
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
人

権
・
男
女
参
画
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
任
意
の
様
式
も
可
）

郵
便
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

※
口
頭
や
電
話
で
の
受
け
付
け
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

意
見
の
公
表
　
提
出
さ
れ
た
意
見

や
提
言
は
、
そ
の
内
容
を
整
理
し

（
個
人
情
報
は
除
く
）
原
則
公
表

し
ま
す
。
な
お
、
意
見
等
に
つ
い

て
の
個
別
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３　

人
権
・
男
女

参
画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

E-mail

：jinken@anan.i-tokushima.jp

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

公
益
社
団
法
人
徳
島
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　

犯
罪
の
被
害
に
遭
い
、
悩
み
や

不
安
を
抱
え
て
い
る
方
の
た
め
の

電
話
相
談
や
面
接
相
談
の
窓
口
が

あ
り
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
や
ご
友
人

か
ら
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
何
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
　
徳
島
市
福
島
１
丁
目
１
番

13

－

１
０
１
号

受
付
時
間
　
月
曜
日
、
水
曜
日
～

土
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
面
接
は
原
則
要
予
約

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
・
ご
家
族
の

ご
相
談
（
☎
０
８
８

－

６
７
８

－
７
８
３
０
）

犯
罪
被
害
者
相
談
・
心
の
ケ
ア　

（
☎
０
８
８

－６
５
６

－８
０
８
０
）

問
い
合
わ
せ
は
　
阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

阿
南
市
青
空
市
休
み
の
お
知
ら
せ

　

11
月
15
日
㈮
の
青
空
市
は
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
休
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

阿南市プレミアム付商品券の
申請について

あなん消防フェア 2019 のお知らせ

「働き方改革相談会」を開催します
伊島ささゆり生育地の
草刈り等のボランティア募集

10月１日から阿南市プレミアム付商品券の販売が始まり
ました。
対象となる方のうち、申請が必要な方でまだ申請をされて
いない方は、商品券購入の申請をしてください。申請受付
は11月29日㈮までとなっていますのでお早めにお願いし
ます。（子育て世帯の対象者は申請は不要です。）
申請場所　市役所３階　304会議室
問い合わせは　阿南市プレミアム付商品券事務局

（☎22−8286）へ

次のとおり、あなん消防フェア2019を開催します。多数
ご参加ください。
日時　11月３日㈷　9:00～12:00
場所　消防本部
内容　体験イベント（消防車両搭乗、消防署見学、訓練見

学、応急手当体験、放水体験、煙体験、子供用防火
服救助服着装体験、消防防災ヘリ展示、その他各種
イベント）

※入場無料　
問い合わせは　消防本部（☎22−1120）へ

事業主、人事労務担当者様!!
働き方改革関連法の改正に対応できていますか。

「そもそも働き方改革って何？」、「就業規則が法改正に対
応できているかどうか不安」
こんな疑問やお悩みに、働き方改革の専門家である社会保
険労務士がお答えします。
ぜひ、この機会にご相談ください。
日時　11月13日㈬　10:00～16:00
場所　市役所2階　207会議室
内容　36協定の締結方法、就業規則の作成方法、年次有

給休暇５日の付与義務化、時間外労働の上限規制、
同一労働同一賃金への対応など

費用　無料（前日までに要予約）
予約先・問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）
または徳島働き方改革推進支援センター（☎0120−967
−951）へ

伊島ささゆり保全の会では、ささゆりの生育場所「光が届
く明るい林や草原」を取り戻すための「間伐・草刈り」を
実施します。
対象　18歳以上の健康な人
日時　11月17日㈰、24日㈰　8:15～15:20
集合場所　答島連絡船乗り場
定員　各日ともに15人程度
持参物　軍手、長靴、タオル、飲み物、雨具、昼食代（600

円）
※船代・保険代は会が負担します。　

服装　長袖、長ズボン、帽子
申込方法　氏名、住所、電話番号（保険加入および中止連

絡のため）と参加希望日を記入の上、メールで
お申し込みください。

問い合わせは　環境保全課（☎22−3413）へ
e-mail:sasayuri310181@gmail.com
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○市税の納付には口座振替が便利です
口座振替は、納期ごとに指定された預貯金口座から自動的に振り替えて納める制度です。
納め忘れや金融機関等へお出かけになる必要もなくなり、お忙しい方、不在がちな方は、特に便利です。
お申し込みは、次の金融機関窓口へ。

【金融機関】阿波銀行、徳島銀行、高知銀行、四国銀行、阿南信用金庫、四国労働金庫、
　　　　　　阿南農業協同組合、東とくしま農業協同組合の各店舗、
　　　　　　徳島県信用漁業協同組合連合会本所の各店舗、全国の郵便局（ゆうちょ銀行）

※手続きには、最短でも１カ月半程度かかります。
※市税等を口座振替により納付されている方に「口座振替済通知書」をお送りしていましたが、経費削

減および省資源化の観点から、平成29年度から送付を廃止しています。今後はお手元の預貯金通帳
への記帳にてご確認ください。市民の皆さまのご理解、ご協力をよろしくお願いします。

○市税の日曜窓口と延長窓口について
平日の時間内に、仕事の都合などで金融機関や市役所に行く時間がとれない方などの納税者の利便性を
高めるため、市税の納付や納税の相談を受け付けています。

【延長窓口】毎月第３水曜日（19:15まで)
　　　　　　11月20日㈬、12月18日㈬

【日曜窓口】毎月最終日曜日（8:30〜17:00）
　　　　　　11月24日㈰、12月22日㈰

※11・12月の日程のみ記載しています。令和２年１月以降も開設していますのでご利用ください。

問い合わせは　税務課納税係（☎22−1792）へ

徳島県・県内全市町村

税の納め忘れはありませんか？
阿南市では納期内納付を推進しています

徳島県と県内全市町村は、税の公平性を確保し、納税者の信頼を守るため、連携して県下一斉に
徴収を強化します。

県下一斉
県税・市町村税

催告しても納付していただけない滞納者に対しては、
財産の差し押さえなどの滞納処分を行います。

月

月

11

12 徴収強化月間
すマ第14－143号
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あぶない ! こんなに事故が
交通事故

件　　 数
死　　 者
負 傷 者

197件（1,783）
0人（       6）
28人（   181）

救　　急 件　　 数
搬 送 人 員

311件（2,658）
305人（2,550）

火　　災 件　　 数
損 害 額

0件（25）
0千円（7,330千円）

●阿南署管内令和元年９月分合計。カッコ内は１月からの累計。
●損害額は未確定分を含んでいません。

かもだ岬温泉保養施設
かもだ岬温泉は県内屈指の天然温
泉です。ゆったりとおくつろぎく
ださい。

【11 月の休館日】
５日㈫、11日㈪、18日㈪、25日㈪

※26日㈫は風呂（ふろ）の日です。
一般入浴料半額に！ぜひご利用ください。
問い合わせは　かもだ岬温泉保養施設 （☎21−3030）へ

農用地区域の変更申請
（除外・編入）はお早めに

　市では、農業振興地域整備計画により指定された「農
用地区域」の令和元年度後期の変更申請を受け付けてい
ます。申請をされる方は、申請書（農林水産課備え付け）
に必要書類等を添えて提出してください。
受付期間　11 月１日㈮～ 29 日㈮
提出・問い合わせは　農林水産課企画係（☎22−1596）へ

542

「
趣
味
と
健
康
と生活

と
」

初
は
東
京
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
こ
こ
で
の
暮
ら
し

の
方
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
自

然
に
囲
ま
れ
、
空
の
広
さ
を
感

じ
ま
す
。
田
ん
ぼ
や
畑
の
間
を

流
れ
る
、
名
も
な
い
用
水
路
の

水
の
流
れ
は
、
何
げ
に
気
持
ち

の
い
い
も
の
で
す
。

　

都
会
で
で
き
る
趣
味
の
大
半

は
ど
こ
で
も
で
き
る
と
感
じ
ま

す
。
逆
に
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
健
康
に
関
し
て

は
、
車
社
会
の
た
め
、
極
端
に

歩
く
こ
と
が
減
っ
て
し
ま
い
運

動
不
足
に

な
り
や
す

い
こ
と
、

新
鮮
で
お

い
し
い
食

材
が
多
い

の
で
食
べ

過
ぎ
な
い

こ
と
に
は
、

相
当
気
を
使
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
け
ど
。

　

過
ご
し
や
す
い
環
境
に
甘
え

る
こ
と
な
く
、
次
は
60
歳
の
自

分
を
想
像
し
な
が
ら
、
今
で
き

る
趣
味
を
楽
し
み
つ
つ
、
健
康

的
に
そ
し
て
前
向
き
に
阿
南
市

で
の
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

次
は
見
能
林
町
の
中
村
聡
史

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

40
歳
を
過
ぎ
て
、
ふ
と
学
生
時

代
を
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

好
き
だ
っ
た
音
楽
や
服
装
、
続
け

て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
、将
来
の
希
望
・

展
望
な
ど
。
若
か
り
し
頃
を
懐
か

し
く
感
じ
ま
す
。

　

年
を
重
ね
現

状
は
、
お
金
も

想
像
以
上
に
稼

ぐ
こ
と
が
で
き
、

高
級
ブ
ラ
ン
ド

の
服
も
迷
わ
ず

買
え
て
、
音
楽

も
聞
く
だ
け
だ

っ
た
側
か
ら
届
け
る
側
に
…
。
な

ん
て
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
あ
り
ま
せ

ん
。

　

20
年
と
い
う
時
間
を
か
け
て
、

ゆ
っ
く
り
と
趣
味
嗜し

好こ
う

っ
て
変
わ

っ
て
い
く
も
の
な
ん
で
す
ね
。
家

族
が
で
き
た
り
、
大
き
な
け
が
を

し
た
り
、
小
さ
な
病
気
を
抱
え
た

り
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
今
日
よ

り
も
明
日
を
少
し
で
も
良
く
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

幼
少
期
と
大
学
時
代
、
就
職
当

羽ノ浦町
川畑 達郎さん

DV（ドメスティックバイオレンス）は
重大な人権侵害です

毎年11月12日から25日までの２週間は「女性に対する暴
力をなくす運動」期間です。
ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）とは、配偶者や恋人
など、親密な関係にある、またはあった相手からふるわれ
る暴力のことです。家庭内の問題、男女間のもつれなどと
して、見過ごされがちですが、ＤＶは犯罪となる行為をも
含む重大な人権侵害であり、いかなる場合であっても許さ
れるものではありません。
ＤＶの種類

⑴身体的暴行（例：殴る、蹴る、髪を引っ張る、首を絞
めるなど）

⑵精神的攻撃（例：大声でどなる、外出など行動を制限
する、家族や友人との交際を制限するなど）

⑶経済的圧迫（例：生活費を渡さない、借金をさせる、
家計の管理を独占するなど）

⑷性的強要（例：性行為を強要する、避妊に協力しない、
屈辱的な方法で性行為をするなど）

⑸子どもを利用した暴力（例：子どもの前で暴力をふる
う、子どもの前で非難、罵倒する、子どもに危害を加
えると脅すなど）

ＤＶは、とても身近な問題です。この内容に思い当たるこ
とがあったり、友人、知人がDV を受けているかもと思っ
たら、ひとりで悩まず、阿南市配偶者暴力相談支援センタ
ー（ぱぁとなーあなん）に相談してください。
※相談無料、秘密厳守、匿名相談可
阿南市配偶者暴力相談支援センター（ぱぁとなーあなん）

（☎24−8111）へ
※相談・予約受付　月～金曜日　9:00～17:00
問い合わせは　人権・男女参画課　男女共同参画室

（☎22−7401）へ

ささゆり通信第87号
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阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

「第２回日本語スピーチコンテスト」（阿南市国際交流協会
主催）が９月８日、ひまわり会館で開催されました。日本
語教室で学ぶ６カ国10人の外国人が35人の参観者を前に、
日本での生活の感想、日ごろ考えていること、将来の夢な
どのテーマで意見発表をしました。参観者からは「日本語
が上手」「よく勉強している」「来年も続けてほしい」など
の意見がありました。

日本語スピーチコンテストを開催

本市は、熊本県合志市との間で人権啓発や災害支援の面で
連携する協定を10月１日、合志市役所で締結しました。
本市は、ハンセン病を発病しながら偉業を成し遂げた北條
民雄（作家）や青木恵哉（キリスト教伝道者）を輩出。合
志市には、全国最大のハンセン病療養所「菊池恵楓園」が
あり、人権教育・啓発に力を入れていることが縁となりま
した。今後、両市の特性を生かし、さらなる発展や地域の
活性化につなげます。

合志市とパートナーシティ協定を締結

９月２日、市役所で「地域おこし協力隊辞令交付式」が行
われました。ＳＵＰを通して地域経済の拡大や交流人口・
関係人口の創出を図る「阿南ＳＵＰタウンプロジェクト」
の新隊員となったのは、川嶋 愛さん（39歳・兵庫県尼崎
市出身）。川嶋さんは、「自然と一体化したＳＵＰの魅力を
通して、阿南を盛り上げていきたい」と意気込みを語りま
した。

SUPタウンプロジェクト　新隊員仲間入り

南海トラフ巨大地震などに備えて、情
報通信技術（ICT）やモノのインター
ネット（IoT）を活用した防災・防犯
対策を考える「あなん先進的防災・防
犯システム検討委員会」を設置しまし
た。９月24日、市役所で第１回検討
委員会を開催。高台が少なく迅速な避
難が必要とされる那賀川町をモデル地
区として実証実験を行い、災害時の停
電でも途絶しない通信網の整備を図り
ます。

防災・防犯対策に
情報通信技術を活用
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平成２年から続くサイクリングイベント「第30回那賀川
流域センチュリーラン」が10月６日に開催されました。
コースは、那賀川河川敷公園からスタートし、那賀川に沿
って那賀町四季美谷温泉折り返し（130㎞）と徳島森林づ
くり推進機構前折り返し（46㎞）の２コース。参加者は、
思い思いのペースで気持ちよさそうに風を切っていまし
た。なお、参加者359人のうち、348人が完走しました。

那賀川沿いを銀輪駆ける

９月13日、市役所１階にて、伊島写真展とその優秀作品
の授賞式が行われました。応募総数40枚で、力作ぞろい。
伊島の鮮やかな一瞬を切り取っていました。最優秀賞を受
賞したのは、吉田圭作さん（38歳・徳島市）で、雨あが
りの瑞々しいささゆりの写真でした。吉田さんは「多くの
人に伊島の魅力を知ってもらうきっかけになってほしい」
と話していました。

伊島の魅力を発信！写真展を開催

９月22日に桑野川沿いを清掃する第１回 K・R・C（桑野
リバークリーン）作戦が行われ、桑野地域振興協議会、愛
郷会、桑野セニヤクラブ、山口セニヤクラブ、桑野婦人会、
山口婦人会、その他の有志など、約130人が参加しました。
参加者は捨てられている廃棄物の調査を行い、撤去作業と、
それぞれの収集日に出せるように分別を行いました。集め
たごみは、約50袋になりました。

地元の環境を守りたい

徳島県が整備する四国横断自動車道「立江櫛渕インターチ
ェンジ（仮称）」の設置が許可されました。四国横断自動
車道と県道阿南小松島線が交差する小松島市立江町および
櫛渕町に接続し、徳島市、阿南市両方面への出入りが可能
となることから、周辺道路の渋滞が緩和されるとともに、
市民の皆さまの利便性向上が期待されます。

立江櫛渕インターチェンジ（仮称）
四国横断自動車道に接続

人生の最後を見据え、家族など大切な方に自身の情報や希
望を書き記しておくエンディングノート「たまて箱」を作
りました。たまて箱には、自身のプロフィールや葬儀の希
望などを記入することができます。表紙をデザインした吉
積怜生さん（富岡西高校２年）は、「ノートを記入するこ
とで大切な家族と話すきっかけにしてほしいです」と話し
ていました。たまて箱は、市ホームページから印刷できます。

よりよい終活の一助に　

立江櫛渕IC（仮称）

至　小松島ＩＣ（仮称）至　阿南ＩＣ（仮称）

四国横断自動車道

県
道
阿
南
小
松
島
線

←�

羽
ノ
浦
町
方
面
か
ら

勝 浦 町

羽 ノ 浦 町
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９月定例会（９月20日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

●教育長報告
１　総合教育会議の総括について
２　南部管区臨時教育長会における指示事項について
３　県・市防災訓練について
４　若杉山辰砂採掘遺跡記念シンポジウムおよび宮ノ前

遺跡講演会について
５　AIAスピーチコンテストについて
６　津乃峰小学校の内閣総理大臣表彰について

●阿南市教育委員会公印規則の一部改正について
（教育総務課）

●阿南市立幼稚園条例施行規則の一部改正について
（学校教育課）

●阿南市私立幼稚園就園奨励事業費補助金交付規則の廃止
について（学校教育課）

●市議会９月定例会の質問答弁について
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

近代文学史上に大きな影響を残した北條民雄の忌日
（12月５日）前後に「民雄忌～北條民雄を偲ぶ会～」
を出身地の阿南市で開催します。
日時　12月７日㈯　18:00開会（受付17:30）
場所　ロイヤルガーデンホテル
開催内容　トークセッション「北條民雄　人と文学」
ゲスト　髙山文彦さん（評論家・作家）、若松英輔さ

ん（批評家・詩人）、吉村萬壱さん（作家）
司会　佐々木義登さん（徳島文学協会会長）
参加費　6,000円　※当日受付にてお支払いください。
対象　本会の開催趣旨に賛同いただける方
定員　45人
申込方法　徳島文学協会まで住所、氏名、連絡先（電

話番号）を電話またはメールにてお伝えく
ださい。
電話番号☎080－6284－0296

　　　　　e-mail:society@t-bungaku.com
申込締切日　11月29日㈮
※定員に達し次第、締め切ります。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	「民雄忌～北條民雄を偲ぶ会～」の開催について

弦楽四重奏がホワイエで初めて披露されます。
秋の深まりとともにお楽しみください。

日時　11月16日㈯　14:00開演
場所　文化会館　ホワイエ
出演　木田寿味、森　基之、上川忠昭、野村侑加
入場料　一般500円 （ワンドリンク付き）

仲良しチケット（２人以上：１人につき400
円）は前売りのみ取り扱い。

※電話予約可、未就学児は入場無料

問い合わせは　文化会館（☎23－5599）へ

■	ホワイエコンサート
　	～ヴィアベル弦楽四重奏団～

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

11月の日程

○富岡新人学童大会　２日㈯
○徳島県中学校新人大会　４日（振休）
○キャッチボールクラシック2019徳島県予選大会　９日㈯
○四国オールドマスターズ大会　10日㈰
○野球のまち阿南第１回社会人軟式野球大会　16日㈯、17日㈰
○野球観光ツアー　20日㈬、23日㈷、24日㈰
○スマイルキッズティーボール教室・ティーボール大会in

阿南　23日㈷
○四国地区硬式野球大会（中学３年生）　30日㈯

光 11月の催しのまちステーションプラザ

■展示コーナー　10:00～20:00
※各展示とも展示入れ替えのため、初日は12:00から開

始、最終日は15:00までに終了します。
○秋の装い（よそおい）　４日（振休）まで
○あなんまちマルシェ2019　10日㈰
○旅の思い出風景画展　19日㈫～12月１日㈰
■体験コーナー

○バッグチャームを作りましょう
　２日㈯　13:30～15:00　【申込締切日】10月31日㈭
【参加費】1,200円　【定員】６人
【持参物】必要な方は眼鏡、持っている方はペンチ
○クリスマスリースを作りましょう
　24日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】22日㈮　【参加費】2,500円　
【定員】10人　【持参物】なし

問い合わせは　光のまちステーションプラザ
（☎24−3141）へ
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日時　11月17日㈰　14:00開演
場所　文化会館　視聴覚室
入場料　【全席自由】2,000円
※当日券は500円増しです。
チケット販売場所　文化会館、情報文

化センター、徳島
新聞社事業部（各
販売店でも取次ぎします。）、平惣
書店（阿南センター店、羽ノ浦店、
小松島店、徳島店）

問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	春野恵子　浪曲独演会

「命の尊さ」、「愛と勇気の素晴らしさ」、「友情や助け
合いの大切さ」などをメッセージとして織り込み、未
来を生きる子どもたちへの祈りを込め、劇団四季が新
たに創作したオリジナルファミリーミュージカルをお
楽しみください。

日時　令和２年１月12日㈰　18:00開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　【全席指定】Ｓ席5,500円、Ａ席3,500円、
　　　　　　　　　 親子席12,000円
※当日券は500円増しです。ただし、前売券が完売し

た場合は当日券の販売はありません。
※３歳未満の幼児の入場はご遠慮ください。
※チケットの払い戻しはできません。
チケット販売場所・販売開始日
▶情報文化センター：11月１日㈮　9:00～
▶徳島新聞社事業部：11月１日㈮　9:30～
※親子席券（２部屋、１部屋につき４人入場可）は情
報文化センターのみの取り扱いです。

問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

夢ホール開館と同じ1999年生まれ。
12歳でＣＤデビューし神童と呼ば
れた若い演奏家をお聴き逃しなく。
小中学生と保護者を抽選でご招待
します。詳細は本公演のチラシ、
または「夢ホール市民協議会」ホ
ームページをご参照ください。
日時　令和２年２月23日㈷　14:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　【自由席】一般3,000円、小中学生1,500円
　　　　【指定席】一般3,500円、小中学生2,000円
※当日券は500円増しです。
チケット販売場所　文化会館、情報文化センター、平

惣書店（阿南センター店、羽ノ浦
店、徳島店）、アピカ、黒崎楽器（阿
南店、徳島本店）、チケットぴあ

問い合わせは　文化会館（☎23－5599）へ

■	劇団四季ファミリーミュージカル
　	「カモメに飛ぶことを教えた猫」

　	夢ホール市民協議会夢つくりあなん20周年記念事業
■	牛田智大　ピアノ・リサイタル　チケット販売中
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巡回日 巡　回　場　所 時　間
  7日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
13日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
14日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

15日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

21日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30
津 乃 峰 保 育 所 前 15:45～16:15

巡回日 巡　回　場　所 時　間
22日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

阿 南 荘 前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

28日㈭ 橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

移動図書館車「ひまわり号」11月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

11月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
休 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ 休 ☆ 休 ★ 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ◎ 休 休 ◆

◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ☆ 休 休 ◎

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 休 ☆

休…休館日　☆…おはなし会（阿南10:30〜　那賀川11:00〜　羽ノ浦14:00〜）　★…ぴよちゃんくらぶ（10:30〜）
◎…ボランティアピアノ演奏（10:00〜約10分間）　◆…阿波公方の苑美化作業　※雨天の場合は17日㈰に延期

POPコンテストに応募された作品を一堂に集めて紹介します。大好きな絵本を紹介する力作ぞろいです。
11月９日㈯　10:30～　コンテストで受賞された方の表彰式を開催します。
プレゼンターは、くすのきしげのりさんと羽尻利門さんが務めます。

期間　11月15日㈮まで　10:00～18:00　※休館日にご注意ください

場所　那賀川図書館　市民ギャラリー

●絵本ワールドinとくしまPOPコンテスト　応募作品展

徳島県にゆかりのあるお二人が、絵本の読み聞かせ会を行います。
イベント終了後にはサイン会を開催します。

日時　11月９日㈯　11:00～　　
場所　那賀川図書館　視聴覚室
主催　阿南市読書振興協議会　　
※入場無料、申込不要　先着100人まで

●くすのきしげのり、羽尻利門による読み聞かせ会

関西弁のユニークなキャラクターを生き生き描く作風で、子どもから大人ま
で幅広く支持を集める絵本作家岡田よしたかさんご本人による絵本の読み聞
かせ会です。イベント終了後にはサイン会を開催します。

日時　11月９日㈯　14:00～　　場所　那賀川図書館　視聴覚室
主催　絵本ワールド in とくしま実行委員会　　
※入場無料、申込不要　先着100人まで

●あなん絵本まつり　岡田よしたか 絵本ライブ

絵本ワールド in とくしま 2019　関連事業

岡田よしたか（画家・絵本作家）

くすのきしげのり
（児童文学作家）

羽尻利門
（絵本作家）

阿南市立図書館だより
阿南図書館　☎23－2020　　那賀川図書館　☎42－3111　　羽ノ浦図書館　☎44－2100
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健康いきいき情報
保健センターからのお知らせ

問 保健センター（☎22－1590）へ

集団の婦人がん検診

検診内容　乳がん、骨粗しょう症、子宮頸
がん検診（午後のみ）

要予約　乳がん検診のみ要予約。保健セン
ター（☎22－1590）へご予約ください。
※順次予約が入っていますので、予約状況
は保健センターへお問い合わせください。

検診日程
11月  6日㈬　健康づくりセンター
11月17日㈰　羽ノ浦公民館♥
12月  4日㈬　那賀川社会福祉会館♥
12月17日㈫　健康づくりセンター
♥印の会場のみ、子宮頸がん検診も併せて
行います。（午後のみ）

受付時間　9:00～10:00　13:00～14:30

集団の胃がん・肺がん検診等

検診内容　胃がん、肺がん、前立腺がん、
大腸がん（要予約）、肝炎ウイ
ルス検診、特定健診

要予約　当日受付も可能ですが、受付は予
約者が優先されます。検診日２週
間前までに総合健診センター (☎
088－678－3557) へご予約く
ださい。

検診日程
11月16日㈯　羽ノ浦公民館
11月28日㈭　健康づくりセンター★
12月  9日㈪　健康づくりセンター

★印の会場のみ、無料歯周病検診も実施。
受付時間　8:00～11:00
※くわしくは広報あなん7月号または、が
ん検診等受診券をご覧ください。

子宮頸がん・乳がん検診情報

検診費用　
子宮頸がん検診：対象者の方すべて無料
乳がん検診：対象者の方すべて無料
実施場所
▶集団の婦人がん検診：このページの集団
の婦人がん検診の記事をご参照ください。
▶医療機関検診：阿南市、阿南市外の指定
医療機関
※実施医療機関の詳細についてはお問い合
わせください。
※市外医療機関受診の際は、問診票が必要
となりますので、必ず保健センターへ問
診票を取りにお越しください。

母と子の相談のご案内

育児についてお気軽にご相談ください。
日程　10月28日㈪、11月18日㈪、

令和２年１月20日㈪、２月17日㈪ 、
３月16日㈪

時間　10:00～16:00（60分以内予約制）
場所　健康づくりセンター
対象　就学前までのお子さまを育児してい

る方
料金　無料

令和元年度　高齢者の肺炎球
菌感染症予防接種について

接種対象者　令和元年度中に、65歳、70
歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、
100歳以上になる方。ただし、過去にこの
予防接種を接種したことがある方は対象外
です。
実施期間　令和２年３月31日まで
接種費用　4,000円（生活保護を受給され

ている方は無料）
持参物　接種費用と予診票をお持ちの上、

医療機関へ予約をしてから、受け
てください。

※対象者には個人通知しています。栄養講座
「野菜たっぷり！ヘルシーバランス食」

日時　11月26日㈫　10:00～13:00
場所　ひまわり会館
対象　市内在住の40歳以上の方
定員　30人(申込順)
内容　講義と調理実習
参加費　無料
申込締切日　11月15日㈮

全国糖尿病週間 健康まつり介護予防教室　※申込不要、参加費無料

日時　11月12日㈫　13:00～15:00
場所　中野島公民館　上中分館
内容　　
⑴健康測定　13:00～13:30（最終受付）
血管年齢、骨密度、血糖等の測定と専門
職による健康相談　
⑵講演会　14:30～15:00
　演題　「糖尿病の合併症について」
　講師　阿南天満クリニック　
　　　　医師　天満　仁さん
※参加費無料、どなたでも参加できます。
※健康測定をご希望の場合は、裸足になれ
る服装でご参加ください。
問 東部高齢者お世話センター　
　 （☎22－4577）へ

日時　11月１日㈮　14:15～15:15
場所　新野公民館
講師　岩野沙織さん
内容　笑いヨガ
問 南部高齢者お世話センター
　 （☎36－3634) へ

日時　11月18日㈪　13:30～14:30
場所　中野島公民館
講師　岩浅接骨院　院長　岩浅亮磨さん
内容　姿勢から健康寿命をのばそう
持参物　タオル、水分　　
問 東部高齢者お世話センター
　 （☎22－4577）へ

①日時　11月20日㈬　13:30～14:30
　場所　見能林公民館
　講師　中村吉伸さん
②日時　11月22日㈮　13:30～14:30
　場所　橘公民館
　講師　安藝陽平さん
③日時　11月26日㈫　13:30～14:30
　場所　桑野公民館
　講師　中村吉伸さん

〈共通事項〉　
内容　始めよう！ムセ・誤嚥性肺炎予防
　　　～オーラルフレイルをぶっとばせ～
持参物　空のペットボトル（500ml）
問 中部高齢者お世話センター
　 （☎23－3728）へ

骨髄移植ドナー等を支援します

助成対象　ドナー登録者が骨髄等移植を実
施した場合、骨髄移植ドナー等支援事業助
成金交付要綱に基づいて対象となるドナー
とドナーを雇用する市内事業所に対して、
申請により助成金を交付します。
助成金の額　助成対象ドナー　10万円　
　　　　　　助成対象事業所　  5万円

阿波踊り体操教室

日時　11月15日㈮　10:00～11:30
　　　（受付9:20～）
場所　阿南健康づくりセンター２階
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
講師　徳島大学人と地域共創センター
　　　教授　田中敏夫さん
持参物　飲物、タオル、滑りにくい靴下
※教室開始前に血圧測定、体組成測定を実
施します。  献血にご協力ください（11月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

 1日㈮

道の駅公方の
郷 な か が わ 那賀川町 10:00〜11:00

原 田 病 院 富岡町 12:30〜13:40
阿南生コンクリート
工 業 株 式 会 社 宝田町 14:40〜16:30

25日㈪ 阿 南 市 役 所 富岡町
10:00〜12:00
13:00〜16:00

※ 400ml 献血のみの実施です。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ
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対象者　阿南市に住民登録のある１または２に該当する方
１　65歳以上の方
２　60歳～65歳未満の方で心臓・腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日

常生活活動が極度に制限される程度の障がいがある方およびヒト免疫不全ウ
イルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいがある方

接種期間　11月１日㈮～令和２年１月15日㈬　※休診日は除く
接種費用　1,600円（生活保護世帯の方は無料）
接種費用負担回数　１回
接種場所　阿南市内の委託医療機関
　　　　　（市外の医療機関で接種される方は保健センターまでご連絡ください）
持参物　住所および年齢の確認ができるもの（例　健康保険証など）

高齢者インフルエンザ予防接種

令和元年度 高齢者インフルエンザ予防接種 阿南市内委託医療機関一覧
※必ず事前に医療機関へ予約（電話）してください。

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
生野外科胃腸科 44−5511 杜のホスピタル 22−0218
高橋内科クリニック 44−6222 井原医院 21−0021
富永医院 44−2123 土肥医院 22−0503
羽ノ浦整形外科内科病院 44−6111 林整形外科 23−6060
阿南川島クリニック 44−6556 井坂クリニック 27−0047
宮本病院 44−4343 健生阿南診療所 27−2848
むらかみ内科循環器クリニック 44−1010 瀧内科外科医院 24−9133
益崎胃腸科内科医院 42−0022 是松医院 27−0316
村上内科外科医院 42−3110 殿谷整形外科医院 27−3334
岸医院 23−0272 廣瀬医院 22−1031
幸田耳鼻咽喉科医院 24−3387 阿南天満クリニック 22−2299
島内科眼科医院 22−1147 松﨑内科医院 23−5778
原田病院 22−0990 板東医院 26−0211
三谷医院 23−0222 伊島診療所 33−0304
森本内科胃腸科 23−1002 加茂谷診療所 25−0200
岩城クリニック 23−5600 天羽クリニック 26−0112
古川小児科内科医院 23−3306 原田医院 26−0101
木下産婦人科内科医院 23−3600 じぞうばし内科外科福井診療所 34−3133
かじかわ整形外科 24−5750 きくち医院 36−3512
和田胃腸科内科医院 23−1241 富士医院 36−2024
阿南いしばし医院 22−1484 馬原医院 36−3339
玉眞病院　 23−0551 椿診療所 33−1067
阿南医療センター 28−7777

問 保健センター 予防衛生係（☎22−1590）へ
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11月 地域子育て支援センター
お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  5日㈫　保健師による身体計測
12日㈫　おはなしのポケット
19日㈫　親子クッキング☆スイートポテト
　※要申込（先着10組、参加費100円）

26日㈫　お誕生会
※行事は10:30～です。
※毎週火曜日に園庭開放をしています。
　（11:00～11:45）
★12月10日㈫にクリスマス会を予定して
います。（要申込、参加費300円）

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

  5日㈫　防災公園へお散歩
12日㈫　おすもうごっこ
14日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読み

聞かせ
19日㈫　とんぼのめがね

～発見いろいろ製作～
21日㈭　子育て講座
26日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

  5日㈫　絵本のひろば
12日㈫　作って遊ぼう

（どんぐりガラガラ）
19日㈫　リズムで遊ぼう
26日㈫　お誕生会
※行事は10:00～です。
※毎週火、木曜日に園庭開放をしています。
　（9:00～9:50、11:00～11:45)

ひだまりひろば ☎36−2241

新野こどもセンター　 平日 9:00～14:00

  5日㈫　子育て講座（10:30～）
12日㈫　おはなしのポケット（10:30～）
19日㈫　３Ｂ体操（10:30～）
26日㈫　お誕生会（10:00～）

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

  1日㈮　わらべ歌遊び
  5日㈫　コスモス畑に散歩に行こう
12日㈫　まつぼっくりの飾り作り
19日㈫　お誕生会
26日㈫　人形劇団お子様ランチ

（10:30～）
※毎週木曜日に園庭開放をしています。
　（10:45～11:30）

みんなのひろば ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程   13日㈬　桑野公民館
　　　20日㈬　加茂谷公民館
　　　27日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
１日㈮、５日㈫、８日㈮、19日㈫、
22日㈮、29日㈮

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすくin阿南

●パン作り研修会　※要予約
みんなでパン作り！焼きたてのパンをいた
だきながら、にぎやかなランチタイムを過
ごしましょう。
日時　11月13日㈬　10:00～13:00
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
材料費　500円
申込締切日　11月８日㈮

●ウエルカム阿南交流会
県外からの転入者のための交流会です。保
健師さんによる計測や相談にも応じます。
手遊びや大型絵本の読み聞かせなどお友だ
ち作りに来ませんか。
日時　11月28日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館１階　すこやかルーム
※予約不要

●クリスマス交流会　※要予約、先着順　
親子でクリスマスオーナメント作りをしま
しょう。できあがった作品はそのままお家
のツリーにも飾れます☆スタジオサークル
さんの親子撮影会も同時開催！（先着順）
サンタさんからのプレゼントもあります。
日時　12月７日㈯　10:00～11:30
場所　ひまわり会館２階

問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・
サポート・センター

日時　11月９日㈯　13:30～15:00
場所　ひまわり会館２階 ふれあいホール
演題　「性の多様性を理解する」
講師　鳴門教育大学大学院　
　　　教授　葛西真記子さん
※入場無料　　
問 こども相談室（☎22－1677）へ

阿南市要保護児童対策地域
協議会の全体研修会

  1日㈮　高齢者とのふれあい会♥
  5日㈫　発育計測
  7日㈭～15日㈮　フリーマーケット
13日㈬　動物園遠足♥
18日㈪　発育計測
20日㈬　お誕生会
22日㈮　おはなしコロリン　
26日㈫　ミュージックケアー
※13日㈬は動物園遠足を行いますが、お
ひさまひろばも1日開園しています。
※行事によっては有料・申込制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
　 （☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば　
平日9:00～16:00（♥＝要予約）

初めて赤ちゃんを育てているお母さん集ま
れ～♪
日時　11月７日㈭、14日㈭、21日㈭、 

28日㈭　各回13:30～15:30
（４回連続講座）

場所　羽ノ浦公民館２階　和室
対象　令和元年５月８日～令和元年９月７

日生まれ
※講座初回時に生後２～５カ月のお子さん
（第１子）とお母さん

定員　15組（先着順）
※５組未満の場合は中止となります。
参加費　無料（要申込）
申込締切日　11月５日㈫
問 こども課
　 （☎22－1593・FAX23－4200）へ

親子の絆づくりプログラム　
“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）

▼児童虐待は社会全体で解決すべき問題です
児童虐待を防ぐためには、家庭や学校・地
域が、児童虐待に対して関心を持ち理解を
深めることが重要です。出産や子育てに関す
る悩みや質問がある方は、児童相談所また
はこども相談室へお気軽にご相談ください。

▼児童虐待かもと思ったらすぐにお電話く
ださい
あなたの一本のお電話で救われる子どもが
います。連絡は匿名で行うことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られま
す。

児童相談所全国共通３桁ダイヤル１
いちはやく

８９

家庭児童相談、児童虐待相談
主に18歳未満の児童を対象に心身の発達
に関すること、家庭での教育問題、学校生
活での心配事、児童虐待に関することなど
の相談専用電話を開設しています。
直通電話　☎22－0765
受付　月～金曜日（祝日を除く）
　　　9:00～16:00

問 こども相談室（☎22－1677）へ

いちはやく ちいさな命に待ったなし
11月は児童虐待防止推進月間です

て ひ ろば育子
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保育所（園）、認定こども園では保護者が労働等の理由のため、保育
所（園）、認定こども園での保育を必要とする子どもの保育を行います。
募　　集　市内の各保育所（園）、認定こども園
対　　象　市内に居住し、保護者の仕事や家庭の事情で、保育所

（園）、認定こども園での保育を必要とする乳幼児
申込方法　｢支給認定申請書兼保育所等入所申込書」によりお申し

込みください。
市内の各保育所（園）、認定こども園で受け付けています。
申込書については、11月25日㈪から各保育所（園）、認
定こども園またはこども課に備え付けています。
※新規、継続を問わず申し込みが必要です。

問い合わせは　こども課（☎22−1593）へ

幼稚園では、幼児の心身の発達を助長するこ
とを目的とする学校教育法に基づく学校での
保育を行います。
募　集　横見、加茂谷、大野、富岡、見能林

各幼稚園
※宝田幼稚園は令和２年度から認定

こども園に再編されます。
※見能林幼稚園は令和３年度から認

定こども園に再編される予定です。
対　象　◎５歳児（１年保育）

平成26年４月２日～平成27年４月
１日に生まれた幼児

◎４歳児（２年保育）
平成27年４月２日～平成28年４月
１日に生まれた幼児

◎３歳児（３年保育）
平成28年４月２日～平成29年４月
１日に生まれた幼児

※３歳児は富岡、加茂谷幼稚園のみ。
申込方法　｢入園願書（受入幼稚園に備え付

け）」により、お申し込みください。
市内の各幼稚園で受け付けていま
す。

●預かり保育の申請
次の幼稚園で、降園後の預かり保育（14:00～
17:30）を行っています。希望される方は、入園
願書受付期間中に各園までお申し出ください。

【実施幼稚園】
横見、加茂谷、大野、見能林

問い合わせは　学校教育課（☎22−3390）へ

保育所（園）・認定こども園

幼稚園

●病児・病後児保育の新規登録申請
病気入院の必要がなく、急性期を越えた安定期から回復期の生後６カ月～
小学３年生の児童で、保護者が勤務や社会的にやむを得ない事由などによ
り集団保育や家庭での育児が困難な児童のための子育て支援サービスを行
っています。随時受け付けしていますので希望される方はお申し出ください。
申請受付　各保育所、認定こども園、こども課、保健センター、各支所

・住民センター、岩城クリニック
※現在登録済みで、令和２年度継続利用をご希望の方は新しく登録申請

の必要はありません。
問い合わせは　こども課（☎22−1593）へ
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一
覧
表

区分 保　育　所　名 受入年齢

公
　
立
　
保
　
育
　
所

富 　 　 　 　 　 岡 １～５歳児
寿 ０～２歳児

本 　 　 　 　 　 庄 ０～２歳児
長 　 　 　 　 　 生 ３～５歳児
大 　 　 　 　 　 野 ０～３歳児
明 　 　 　 　 　 星 ０～５歳児
中 野 島 ０～５歳児
横 　 　 　 　 　 見 ０～３歳児
見 能 方 １～３歳児
津 乃 峰 １～５歳児
桑 　 　 　 　 　 野 １～５歳児
山 　 　 　 　 　 口 ２～５歳児
福 　 　 　 　 　 井 ０～５歳児

椿 ２～５歳児
伊 　 　 　 　 　 島 ３～５歳児
羽 ノ 浦 く る み １～５歳児
羽 ノ 浦 さ く ら １～５歳児

公
立
認
定

こ
ど
も
園

宝 田 こ ど も セ ン ター(仮称)※ １～５歳児
橘 こ ど も セ ン タ ー ０～５歳児
新 野 こ ど も セ ン ター ０～５歳児
今 津 こ ど も セ ン タ ー ０～５歳児
平 島 こ ど も セ ン タ ー ０～５歳児
岩 脇 こ ど も セ ン タ ー ０～５歳児

私
立
保
育
園

阿 　 　 　 　 　 南 ０～５歳児
お 　 　 　 　 　 山 ０～５歳児
阿 南 ひ ま わ り ０～５歳児
あ 　 け 　 ぼ 　 の ０～５歳児
あ 　 　 ざ 　 　 み ０～３歳児
那 賀 川 ひ ま わ り ０～５歳児

私 立 認 定 こ ど も 園 は の う ら 幼 稚 園 ０～５歳児
私
立
小
規

模
保
育

Sunny Side保育園 ０～２歳児

※宝田保育所・幼稚園は令和２年４月から、見能方保育所・見能林幼稚
園は令和３年４月から、幼保一元化により認定こども園への移行を予
定しています。次の日程で地元説明会を行いますのでご参加ください。

・（仮称）見能林こどもセンター 地元説明会
　日程　11月５日㈫ 19:00～（見能林公民館２階　研修室）
・（仮称）宝田こどもセンター 地元説明会
　日程　11月11日㈪ 19:00～（宝田公民館２階　大ホール）
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

阿南市女性協議会30周年記念講演会

「男女が共に自分らしく
輝いて生きるために」 
私たちは女性の地位向上をめざして30年
活動してまいりました。男女皆さまのお越
しをお待ちしています。　
日時　12月15日㈰　13:00～
　　　（受付12:30～）
場所　富岡公民館２階　大ホール
内容　 ▼オープニング
　　　　（大原湊どんぐりサロンの演奏）
　　　 ▼阿南市女性協議会30年の歩み
　　　 ▼講演（講師:岡山理科大学　
　　　　　　非常勤講師　市場恵子さん）
※参加費無料、申込不要
問 阿南市女性協議会　会長　川田
　 （☎42－1668）へ

徳島航空基地開隊61周年
記念行事に係る基地一般公開
徳島航空基地開隊61周年記念行事に合わ
せて、徳島航空基地を公開します。皆さま
のご来場をお待ちしています。
日時　11月17日㈰　9:00～15:00
場所　海上自衛隊徳島教育航空群（松茂町）
内容　航空機飛行展示、航空機地上展示、

その他各種イベント等
駐車場　基地内に駐車場はありません。車

で来場される方は、アクアきらら
月見ヶ丘（旧吉野川浄水センター）
臨時駐車場または免許センター前
（旧徳島空港駐車場）臨時駐車場
をご利用ください。臨時駐車場と
徳島航空基地の間で、無料シャト
ルバスを運行します。徳島県運転
免許センター駐車場はご利用にな
れませんのでご注意ください。

※くわしくは、徳島教育航空群ホームペー
ジをご確認いただくかお問い合わせくだ
さい。

問 海上自衛隊徳島教育航空群広報室
　 （☎088－699－5111内線3234）へ楽しく学ぶ

「どきどきパソコン教室」 
▶エクセル講座
　11月８日㈮、11日㈪
▶画像編集講座
　11月15日㈮、18日㈪、22日㈮
▶パワーポイント講座
　11月25日㈪、29日㈮、12月６日㈮

〈共通事項〉
時間　13:30～15:30
場所　羽ノ浦公民館
定員　各コース各回とも17人
受講料　2,100円(3回分)　
※１講座ごとの申し込みも可
持参物　パソコン
※くわしくは、お問い合わせください。
問 NPO法人いきいきネットとくしま
　 県南支部事務局　粟田
　 （☎090－1007－3845）へ

あなんテレワーク
推進センター
イベント情報！

自営型テレワーカーのための確定申告
基礎知識から作成時に気をつけたいポイン
トなど、税理士の方がわかりやすく説明し
てくれます。
日時　11月８日㈮　10:30～12:30
持参物　筆記用具
定員　12人

文字起こし実践
仕事が受注できるサイトの紹介、音源再生
の便利なソフトから文字起こしのコツ、キ
ーボードが苦手な方の音声入力方法まで丁
寧にお伝えします。
日時　11月20日㈬　10:30～12:30
持参物　パソコン（２台までレンタル PC

あり、要申込）、イヤホンまたは
ヘッドホン

定員　８人
※20日㈬「文字起こし実践」のみ、2人ま
で無料託児あり。（阿南ファミリー・サ
ポート・センターの会員登録が必要）申
し込み時に希望の旨をお伝えください。

託児場所　ひまわり会館３階　ゆとりの間

〈共通事項〉
対象　市内在住の女性
場所　牛岐城趾公園管理事務所２階（富岡

町トノ町24番地21）
※お車でお越しの際は市役所の駐車場をご
利用いただきますようお願いいたします。

参加費　無料
申込方法　電話、ファクス、メールで、氏

名、年齢、電話番号、希望日、
お子さま連れの場合はお子さま
の年齢をご記入の上、お申し込
みください。

問 あなんテレワーク推進センター（テレワ
ークひろば）（☎・FAX24－8009）へ
　

e-mail:anan@child-rin-tokushima.com
※月、水、金曜日（祝日除く）10:00～15:00

もみじ川温泉
もみじまつり花火大会
日時　11月10日㈰　
▶まつり14:00～　▶花火大会18:00～
※雨天決行（荒天時中止）
場所　もみじ川温泉（那賀町大久保字西納

野４番地７）
内容　3,000発の花火が夜空を舞う、マグ

ロ解体ショー、野菜つめ放題、露店
たくさんあります。

問 もみじ川温泉（☎0884－62－1171）へ
e-mail:info@momijigawa-spa.com

第17回AnanYEG
クリスマスパーティー参加者募集
充実のケーキバイキングで参加者同士が楽
しく懇談しながら、お互いの親睦を深める
場を提供させていただきます。お気軽にご
参加ください。
日時　12月８日㈰　13:00～17:00
場所　ロイヤルガーデンホテル
対象　阿南市へ定住することに興味のある

独身で20歳～30歳代の男女
定員　男性25人、女性25人
　　　※応募多数の場合は抽選
参加費　男性2,000円、女性無料
申込締切日　11月18日㈪ 
※当選者には11月末までにメール連絡
申込方法　下記①、②のいずれか一方でお

申し込みください。
① QRコード
② anancciyeg@gmail.com
へ氏名（フリガナ）、性別、
年齢、住所、電話番号を記
載し送信してください。

問 阿南商工会議所青年部事務局　羽田
　 （☎22－2301）へ　※ 平日9:00～17:00

自衛官候補生
（任期制自衛官のコース）

陸上自衛隊高等工科学校生徒
（高校と自衛隊の勉強をしながら、将来は

自衛官として社会に貢献するコース）

応募資格 18歳以上33歳未満の男女 令和２年４月１日現在、
15歳以上17歳未満の男子

受付期間 現在受付中 11月１日㈮から令和２年１月６日㈪まで

試 験 日 受付時お知らせします。 令和２年１月18日㈯

入隊時期 令和２年４月 令和２年４月

試験会場 徳島航空基地（徳島県板野郡松茂町）

問 自衛隊阿南地域事務所（☎22−6981）へ

自衛官採用試験案内
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。１月号の締め切りは11月29日㈮です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

第５回ウオーキング大会

コスモスのゾーン３カ所をめぐるウオーキ
ング大会を開催します。
日時　11月17日㈰　9:30出発
　　　（受付8:30、開会9:00）
集合場所・駐車場　那賀川河川敷第３緑地

（岩脇桜づつみ公園前）
・山間コース（５㎞）　那賀川堤防～上岩
脇ゾーン～岩脇ゾーン～阿千田道～やまな
み道～香風台公園～北岸用水～古毛・明見
ゾーン～羽ノ浦荘
・平地コース（３㎞）　那賀川堤防～上岩
脇ゾーン～岩脇ゾーン～県道側道～北岸用
水～古毛・明見ゾーン～羽ノ浦荘
解散　羽ノ浦荘前（ゴール前で接待等あり）
申込方法　11月11日㈪までに電話または

メールでお申し込みください。
●第５回　コスモスリンク in川北
スタンプラリーの開催（11月１日㈮～30
日㈯）。11カ所の開花情報を羽ノ浦環境改
善センター前掲示板またはホームページ
「阿波ナビ・花へんろ紀行」で確認の上、
お楽しみください。
問 那賀川北岸地域広域保全協議会
　 （☎24－8318）へ
e-mail:kawakita-ho15@tiara.ocn.ne.jp

阿南少年少女合唱団 団員募集!!

３歳から小・中・高校生まで。３つのコー
スに分かれてお子さまのレベルに応じた音
感教育が受けられます♪阿南少年少女合唱
団は「歌声の響く明るい町づくり」をめざ
しています。
日程　毎週土曜日　13:30～16:00
　　　（45分～90分程度のレッスン）
練習場所　ひまわり会館２階　 21世紀室
※くわしくは、メールまたはお電話でお問
い合わせください。見学はいつでも歓迎
します。

問 阿南少年少女合唱団　初崎
（☎090－7623－0222）へ
e-mail:mamion711@docomo.ne.jp

スポンジテニス参加者募集

スポンジボールを使い、バトミントンコー
トでテニスのルールでゲームをします。足
腰の筋肉も使えば若返り、増えるといいま
す。個人にあった運動量で、少しでも運動
不足を解消しませんか。随時講習も行って
いますので、お気軽にご参加ください。
日程　毎週水曜日　19:00～22:00
場所　羽ノ浦総合国民体育館Cアリーナ
　　　（羽ノ浦中学校横）
参加費　１回300円
持参物　体育館シューズ、飲料、タオル
　　　　（貸出用ラケット有）
問 羽ノ浦体育協会テニス部ST部　
　 代表　丸岡（☎090－4970－7845）へ

合気道教室
練習生募集

合気道を学びながら日本武道の礼儀や心を
養ってみませんか。子どもたちの強く、優
しく、たくましい心と身体の育成を願って
教室を開いています。
対象　５歳～15歳
稽古日程　毎週金曜日　19:00～20:00
場所　武道館（大潟町）
受講料　月額2,000円　
※別途入会金2,000円が必要です。
問 合気道敷島塾阿南道場　川越
　 （☎49－4077）へ

第７回本庄教育集会所
人権フェスティバル
日時　11月３日㈷　11:00～14:00
　　　（小雨決行）
※雨天順延　４日（振休）　11:00～14:00
場所　本庄教育集会所、グラウンド
　　　（長生町舟田66番地）
目的　思いあい　支えあい　共に生きる仲

間づくりをめざして　
内容　▶楽しいステージプログラム（阿南

第一中学校吹奏楽部の演奏、手話コ
ーラス、３Ｂ体操（会場の皆さんと
参加型）、中学生応援合戦、本庄保
育所２歳児のおみこしワッショイ、
あななんと一緒に!!、人権コンサー
トユナイテッドブラザーズ、バンド
教室の演奏、ギター教室演奏、手話・
ギター合同演奏ほか）▶展示（生け
花展、第１回から６回までの写真展）

模擬店　 ▼フランクフルト、フライドポテ
ト、みそ田楽、揚げパン、焼きそ
ば、ホットコーヒー、飲み物すべ
て各100円

　　　　 ▼綿菓子は無料

問 本庄教育集会所（☎23－2219）へ

旬の野菜を楽しくおいしく
一緒に調理をしませんか！
野菜ソムリエプロの近藤が、旬の野菜を使
って簡単に何度でもためしたくなるレシピ
を紹介いたします！
日時　毎月第１金曜日　9:30～12:30
※公民館の行事等で日程が変更になること
もあります。

場所　富岡公民館１階　調理室
定員　15人程度
参加費・材料費　お問い合わせください。
申込締切日　開催日３日前まで
問 野菜ソムリエ　原田
　 （☎090－3989－2317）へ

阿南おはなしボランティア
ネットワーク定例勉強会
日時　11月16日㈯   10:00～12:00
場所　阿南図書館２階　和室 
内容  おはなし会がより楽しくなる「わら

べうた遊び」の講習、実習
※どなたでも参加できます。
※参加費無料、申込不要
問 阿南おはなしボランティアネットワーク
　 佐々木（☎090－8975－4986）へ

お酒で悩んでいませんか。巻き込まれて
いませんか。
お酒に関する相談・例会

お酒は一人ではやめられません。やめるに
はお酒に関する理解と仲間が必要です。一
度、相談・例会の見学に来てみませんか。
日程　いずれも18:30～20:30
▶11月  8日㈮　ひまわり会館３階
▶11月13日㈬　羽ノ浦地域交流センター 
▶11月22日㈮　ひまわり会館３階
例会の内容　今月のテーマ「今日一日の断
酒」
※県内他会場でも実施しています。下記へ
お問い合わせください。
問 NPO法人　徳島県断酒会事務局
　 （☎088－641－0737）へ

第７回「徳島アルコール問題を考える」
市民公開セミナー
お酒と心と身体の健康を考える

日時　11月13日㈬　13:30～16:00
                　　　　 （受付13:00～）
場所　阿南保健所２階　大会議室
内容　基調講演「アルコール、自殺、うつ

のトライアングルを考える」
講師　医療法人　東布施辻本クリニック理

事長・院長　辻本士郎さん
対象　興味関心のある方、どなたでも
問 阿南保健所（☎28－9878）または保健
センター（☎22－1590）へ

バレエスタジオ Twinkle
第13回発表会
日時　12月1日㈰　14:00～（開場13:30）
場所　夢ホール（文化会館）
演目　クララの夢ほかバレエコンサート
※入場無料
問 バレエスタジオ Twinkle　岡﨑惠子
　 （☎090－2828－1899）へ

おもち投げします !!
みなさん !! きてね

手話通訳
あり
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阿南市Ｂ＆Ｇ海洋センター 

阿南市Ｂ＆Ｇ海洋センター複合型施設
オープニングイベント開催
日時　11月２日㈯　10:00～16:00
場所　北の脇海水浴場および阿南市Ｂ＆Ｇ

海洋センター複合型施設
内容　SUP体験会、SUP レース、藍染め

体験、ドローン体験、ドローンお菓
子釣り体験、美術家 野老朝雄トー
クイベントほか

参加料　無料（お菓子釣り体験および藍染
め体験は有料）

11月から北の脇海水浴場にオープンする
阿南市B&G海洋センター複合型施設では、
マリンスポーツはもちろん、年間を通して
さまざまなイベントを計画しています。
12月のイベントをお知らせします。
海辺のまなびや
日時　12月１日㈰　13:00～15:30
場所　阿南市B&G海洋センタ－複合型施

設２階　研修室
対象　小中学生とその保護者 
参加費　800円　定員　10組
講師　牟岐少年自然の家　海洋環境学習ア

ドバイザー　中島茂範さん
ヨガで心も身体もリフレッシュ !!
日時　12月10日㈫　19:00～20:00
場所　阿南市B&G海洋センタ－複合型施

設２階　研修室
参加費　500円　定員　20人
講師　岡田企画株式会社
親子ドローン体験教室
日時　12月14日㈯　13:00～15:00
場所　阿南市B&G海洋センタ－複合型施

設２階　研修室
対象　小中学生とその保護者（11月23日

㈷に参加される方は申し込めません） 
参加費　無料　定員　10組
講師　Boon Drone 坂本義則さん、日亜

化学工業ドローン部 松原裕生さん
冬の天体観測～クリスマスに星を見よう＆
冬の星空案内～
日時　12月24日㈫　19:00～21:00
場所　阿南市B&G海洋センタ－複合型施

設２階　研修室および北の脇海水浴
場

参加費　無料
定員　30人（小中学生の方は保護者の同

伴をお願いします。）
星空案内人　科学センター職員

〈共通事項〉
申込方法　お電話でお申し込みください。

（先着順）
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

遺言・相続・成年後見制度相談会

日時　11月９日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する無料相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）へ　
※土、日曜日は（☎26－1157）へ

県立南部テクノスール
受講生募集
訓練科　 IT 技能科２
内容　ワード、エクセル 、パワーポイント等
定員　15人
対象　離転職者等で、公共職業安定所長か

ら受講あっせんを受けた人
訓練期間　12月12日㈭～令和２年３月11

日㈬（日、祝日、年末年始は休
校日 ）

訓練時間　9:00～15:50
訓練場所　四国進学会阿南校
受講料　無料 ※テキスト代 は自己負担
申込期間　11月21日㈭まで
申込先　居住地を所管する公共職業安定所へ
問 公共職業安定所または南部テクノスクー
ル （☎26－0250）へ

多機能ホームキムラから
防災訓練のご案内
日時　11月11日㈪　14:00～15:00
場所　小規模多機能型居宅介護事業所　多

機能ホームキムラ（横見町高川原
29番地１）地域交流ひろば

内容　消防本部職員によるAED講習、水
消火器による消火訓練

※参加無料。地域の方もお気軽にご参加い
ただき、もしもの時に備えましょう。
問 多機能ホームキムラ　
　 管理者　木村（☎23－5031）へ

歴史的建造物活用まちづくり
椿泊〜手摺りにみる漁師たちの

「粋」〜まちあるき＆シンポジウム
椿泊の町並みや歴史的な建造物の活用につ
いて探ります。
日時　12月１日㈰　まちあるき　10:00～
12:00、シンポジウム　13:30～16:30
場所　まちあるき　椿泊漁協に集合
　　　シンポジウム　椿泊漁協２階
定員　まちあるき　30人（応募者多数の
場合は抽選）、シンポジウム　70人程度
参加費　無料（お弁当を事前に申し込みさ
れた方は、1,500円を当日支払い。）
申込方法　まちあるきは、県ホームページ
からの専用申込フォーム、または往復はが
き（往信用裏面に①郵便番号②住所③代表
者名④電話番号⑤希望人数・参加者の名前
⑥弁当（昼食）の注文数を、返信用表面に
①郵便番号②住所③代表者名を記入）でお
申し込みください。シンポジウムは当日に
受け付けします。
申込締切日　11月26日㈫
問 〒770-8570　徳島市万代町１丁目１番地
徳島県県民環境部スポーツ・文化局文
化資源活用課（☎088－621－3267）へ

阿南高専公開講座「ロボット
カーセミナー〜障害物回避編」 
ロボットカーに搭載しているＤＣモーター、
距離センサー、サーボモーターを学んだ後、
車体を完成させます。その後、Arduino 
に障害物を回避する動きをプログラミング
します。
日時　12 月７日㈯　13:00～16:30
場所　阿南高専電気棟3階 電子計測Lab.
対象　中学生～一般の方
定員　６人
受講料　3,000円
申込方法　11月５日㈫～15日㈮の期間に

電話でお申し込みください。
※くわしくは、阿南高専ホームページでご
確認ください。
問 阿南工業高等専門学校総務課
企画情報係（☎23－7215）へ
※平日8:30～17:00

保育士による
ベビーマッサージ教室
赤ちゃんとのお出かけに、ママの気分転換
にも♪
日時　11月８日㈮　10:30～11:30
場所　ラヴォワール（向原町天羽畭115番
地１）
内容　ママに覚えてもらいやすいべビマ
対象　生後２カ月～１歳頃までの赤ちゃん

とママ
参加費　１回1,500円　※要予約
※おくるみタッチケア、ベビースキンケア
教室も開催中♪ 日時など、くわしくは
お問い合わせください
問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室
PLUS BABY　玉置
（☎090－2895－0224）へ

Waンダーランド「ふれあい感謝
デー2019」開催中止のお知らせ
「広報あなん10月号」におきまして開催の
ご案内をさせていただきました「Wa ン 
ダーふれあい感謝デー2019」は、諸般の
事情により中止することとしています。
開催を楽しみにされていた皆さまにはご期
待に沿えず、深くおわび申し上げます。
問 J パワー＆よんでんWaンダーランド
　 （☎34－3251 ）へ

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

あなんで映画をみよう会

秋例会 
「こんな夜更けに
バナナかよ」

笑いと涙で描く、最高の感動実話
日時　11月23日㈷
 　　①10:30～12:30　②14:00～16:00
場所　夢ホール（文化会館）
出演　大泉　洋、高畑充希、三浦春馬ほか
入場料

問 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ

前売り 当日
セニア（60歳以上）

1,000円
1,100円

一般・大学生 1,300円
小・中・高生

 障がいのある方 －   500円
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健康とくしま“ウオーキング・ラリー”

町歩きを楽しんでメタボ・ロコモ予防に。
日時　11月10日㈰　9:15～12:00
集合場所　健康づくりセンター
コース　健康づくりセンター～富岡西高校

～宝橋～富岡西高校～牛岐城趾公
園～富岡町中～阿南医療センター
～健康づくりセンター

参加費　500円（中学生以下は無料）
※ポールの貸出は１組300円
定員　50人程度
問 とくしまノルディック・ウオーク協会
（☎090－3782－4325・FAX088－
642－5003）へ

阿南税務署からのお知らせ 

●令和元年分　年末調整説明会
日時　11月21日㈭
　　　10:00～11:30、13:30～15:00
場所　文化会館1階　視聴覚室
対象地域　阿南市　
持参物　事前にお送りした年末調整関係書

類
●消費税軽減税率制度等説明会
日時　11月21日㈭
　　　11:30～12:00、15:00～15:30
場所　文化会館１階　視聴覚室
対象地域　阿南市
●「税を考える週間」
期間　11月11日㈪～17日㈰
テーマ　「くらしを支える税」
週間中の活動　
▶国税庁ホームページによる広報▶SNS
を利用した広報▶講演会の実施や関係民間
団体等と連携した各種イベントの実施▶消
費税の軽減税率制度に関する取組の紹介▶
ICTを利用した申告・納税手続、社会保障・
税番号制度への取組の紹介
●阿南税務署管内の小学生、中学生および

高校生の税に関する優秀作品の展示
内容　税に関する作文、ポスターおよび絵

はがき
期間　11月11日㈪～17日㈰（休館日を除

く）
場所　ショッピングプラザ アピカ 、羽ノ

浦図書館
問 阿南税務署（☎22－0414）へ

「鈴ヶ峰」へ登ろう（約５㎞）

開催日　11月2日㈯　※小雨決行
日程　10:30宍喰駅集合～登山口～やっこ

草案内板～円通寺跡～鈴ヶ峰頂上
（折り返し）～15:00頃宍喰駅解散

★鈴ヶ峰（標高395m）への登り、下りが
あります。

※駐車場所は宍喰駅周辺で案内します。
参加費　300円（当会会員200円）
持参物　弁当、飲み物、雨具、杖、健康保

険証など
※長袖、長ズボン、滑りにくい靴でご参加
ください。

※傷害保険には加入していますが、保険適
用外の疾病などの責任は負いません。

問 阿南歩こう会事務局　新川
　 （☎22－3188）へ

あつまる・つながる・あたたまる
あなんまちマルシェ2019
地域活性化と子育て世代の新たなイベント。
若者世代に阿南市の魅力や人のぬくもり・
手作りの良さを伝え、地域商業やものづく
りの良さを再発見していただく事を目的と
します。ぜひ、お越しください。
日時　11月10日㈰　10:00～15:00
場所　ＪＲ阿南駅周辺（ＪＲ阿南駅前、キ

ラキラ阿南、光のまちステーション
プラザ、阿南市商工業振興センター）

ブース数　65ブース
駐車場　市民会館、富岡東中学校・高校（ひ

まわり会館側）
※無料託児サービス有り（要予約／ファミ
サポ事務所☎24－5550まで）

企画展　
①「親子でＪＲプチツアー」を開催。列車
に乗って“あななん”に会いに行こう！（阿南
駅11:26発⇒羽ノ浦駅⇒阿南駅着12:17） 
10:00受付開始（受付場所：JR阿南駅切
符売り場前）15組限定。
②まちマルシェスタンプラリー
会場内５カ所でスタンプを集めると、記念
グッズがもらえるよ！
③阿南市内周辺の４つの高校生も出店して
います。
主催　阿南まちゼミの会
問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

県南を舞台にしたサイクリングイベント
「四国の右下」ロードライド2019を開催
します。大会運営にあたり、交通安全には
十分注意して行いますが、大会参加車両が
多数走行するため、コースとなっている道
路を通行される場合は、参加車両に十分ご
注意ください。皆さまの温かいご声援をよ
ろしくお願いします。
日時　11月10日㈰　7:30～16:30 
開催地　阿南市、那賀町、牟岐町、美波町、

海陽町
参加予定人数　約650人
コース　まぜのおか（7:30スタート）→
国道55号→県道24号線→阿南市桑野町→
国道195号を那賀町方面へ　※本大会はタ
イムを競うレースではありません。
問 「四国の右下」ロードライドイベント実
行委員会事務局（☎徳島県南部総合県
民局地域創生部（美波）内0884－74－
7354）へ

「四国の右下」
ロードライド2019
ホームページ
ht tps : / /sh ikokunomig i sh i ta . jp /
docs/2019061300019/

将棋教室会員募集
阿南こども将棋教室
日程　毎週土曜日　10:00～12:00
場所　ひまわり会館３階　和室
対象　４歳から高校生まで（子どもと一緒

に習ってみたい大人の方もお気軽に
お問い合わせください。）

日本将棋連盟那賀川支部会員 
日程　毎週土曜日　9:30～17:00
場所　ひまわり会館３階　和室
対象　青少年から高齢者の方まで性別、年

齢を問いません。
※日程、申込方法等くわしくは、お問い合
わせください。
問 日本将棋連盟普及指導員　
　 （☎090－6888－5686）へ

第12回那賀川
源流コンサート

「四国の右下」ロードライド2019 
サイクリングイベントの走行車両に
ご注意ください

那賀川流域住民による活動団体「那賀川ア
フターフォーラム」では、那賀川流域の上
下流の連携推進による地域振興をめざして
「那賀川源流コンサート」を実施しています。
日時　11月24日㈰　10:00～12:00
場所　長安口ダム下流特設会場（小浜大橋

付近より設置している案内看板に従
ってお越しください。）※駐車場有り

※入場無料
問 那賀川河川事務所　(☎22－6562）へ

那賀川河川事務所ホームページ　
源流コンサートに関する詳細な情報を
掲載していますので、ご覧ください。

http://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。１月号の締め切りは11月29日㈮です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

第３回ときめきパーティー
プチスイーツコン恋のバリアフリー
◆サンデーコース
日時　12月22日㈰　13:30～16:00

（受付12:30～）
場所　とくぎんトモニプラザ３階　大会議室
◆サタデーコース
日時　令和２年１月11日㈯　13:30～16:00

（受付12:30～）
場所　ときわプラザ２階　研修室
　　　（アスティとくしま内）

〈共通事項〉
参加条件　20歳～50歳までの独身で障が
いのある方および障がいに理解のある方
定員　両コースとも男女各20人程度（希

望者多数の場合は抽選）
参加費　男性1,000円、女性500円
　　　　（スイーツ、ドリンク、保険料）
申込方法　ＱＲコード、電

話、ファクス、
電子メールでお
申し込みくださ
い。

申込締切日　11月30日㈯
問 実行委員会事務局　上原
　 （☎090－2825－2692）へ
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■貸借対照表（税抜）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固 定 資 産 136億6,211万円 固 定 負 債 62億1,592万円
（有形固定資産） 136億6,182万円 企 業 債 62億1,592万円

土 地 3億6,913万円 流 動 負 債 7億931万円

建 物 4億4,698万円 企 業 債 5億5,196万円

構 築 物 123億1,978万円 営 業 未 払 金 8,825万円

機 械 及 び 装 置 4億1,677万円 営 業 外 未 払 金 1,069万円

車 両 及 び 運 搬 具 161万円 そ の 他 未 払 金 3,432万円

工具器具及び備品 2,219万円 前 受 金 701万円

建 設 仮 勘 定 8,536万円 賞 与 引 当 金 等 711万円

（無形固定資産） 29万円 その他流動負債 997万円

電 話 施 設 利 用 権 29万円 繰 延 収 益 32億1,435万円

長 期 前 受 金 32億1,435万円

流 動 資 産 17億7,018万円 資 本 金 30億8,034万円

現 金 預 金 14億1,733万円 資 本 金 30億8,034万円

営 業 未 収 金 2億1,670万円 剰 余 金 22億1,237万円

営 業 外 未 収 金 159万円 資 本 剰 余 金 6億4,504万円

そ の 他 未 収 金 76万円 利 益 剰 余 金 15億6,733万円

貸 倒 引 当 金 △360万円 負 債・ 資 本 合 計 154億3,229万円

貯 蔵 品 3,875万円

前 払 金 9,865万円
資 産 合 計 154億3,229万円

■収益と費用
（税抜）

■業務概況
給 水 戸 数 29,550（戸）
給 水 人 口 69,037（人）
年 間 有 収 水 量 9,051,598（㎥）
一 日 平 均 有 収 水 量 24,799（㎥）
一 般 用 有 収 水 量 7,758,249（㎥）
業 務 用 有 収 水 量 1,264,528（㎥）
湯 屋 用 有 収 水 量 21,238（㎥）
そ の 他 有 収 水 量 7,583（㎥）

収益費用

給水収益
13億6,587万円

その他　1,878万円
支払利息

1億5,624万円

減価償却費
５億3,902万円

受託工事収益
　8,023万円
加入金収益
　2,057万円

その他　1億5,938万円純利益　3億5,224万円

総係費
1億5,648万円

原水及び浄水費　1億9,691万円
配水及び給水費　1億2,551万円
受託工事費　8,087万円

費用
12億7,381

万円

収益
16億2,605

 万円

的
な
水
道
事
業
運
営
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、「
水

道
拡
張
時
代
」
に
お
い
て
建
設
改
良

費
の
財
源
の
多
く
を
企
業
債
に
依
存

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
現
在
も
大
き

な
負
債
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
備
え
た
施
設
の
耐
震
化
や
耐

用
年
数
を
超
過
し
た
老
朽
管
の
更
新

に
多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

水
道
料
金
収
入
に
よ
り
、
当
面
の
事

業
の
財
源
確
保
を
行
い
、
経
営
基
盤

の
強
化
・
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
健
全
な
経
営
体
制
を
整

え
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
り
安
心
で

安
定
し
た
水
の
供
給
を
行
う
た
め
の

事
業
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
課
（
☎
22
ー

０
５
８
７
）
へ

水
道
事
業
の
公
表
に
あ
た
っ
て

平成30年度

水道事業
業務の概況

　

地
方
公
営
企
業
法
第
40
条
の
2
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

平
成
30
年
度
阿
南
市
水
道
事
業
経
営
の
業
務
概
況
に
つ

い
て
公
表
し
ま
す
。

令
和
元
年
11
月
1
日　

阿
南
市
長　

岩
浅　

嘉
仁

　

水
道
事
業
は
、「
安
全
」・「
安

心
」
で
お
い
し
い
水
を
、「
安
定

的
」
に
供
給
す
る
こ
と
を
最
大
の

使
命
と
し
て
、
建
設
改
良
事
業
に

よ
り
、
阿
南
市
内
の
水
道
施
設
耐

震
化
や
老
朽
管
路
の
布
設
替
工
事

等
を
順
次
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
業
務
面
で
は
、
水
道
料
金

等
に
関
す
る
業
務
を
民
間
の
専
門

業
者
に
委
託
し
、
民
間
事
業
者
の

有
す
る
技
術
や
能
力
を
最
大
限
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
可
能
な
限

り
経
費
を
削
減
し
、
徴
収
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
30

年
度
現
年
の
水
道
料
金
の
収
納
率

は
99
・
40
％
で
昨
年
度
と
同
様
に

収
納
率
が
安
定
し
て
お
り
、
水
道

使
用
者
間
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
、
今
後
も
民
間
活
力
を
活
用

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
、
収

納
率
ア
ッ
プ
等
の
効
果
的
・
効
率

広報あ な ん 2019.11　26



編集後記　津乃峰小学校が行う地域一体となった防災の取組が、内閣総
理大臣表彰を受けました。「みんなの命はみんなで守る」。この取組が市
内外へ広がってほしいと思いました。（谷内）今月号の特集は、私たち
の暮らしや町を支えている産業をテーマにしました。阿南市史や統計調
査からの情報のほか、新しい情勢も盛り込みました。（福岡）

日 開催日　時 時間　所 場所　予 予約受付　問 問い合わせ先

11月の相談

弁護士による法律相談（要予約） ７日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談委員による行政相談 12日㈫、26日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談（要予約） 22日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 徳島県司法書士会　☎088−657−7191（相談予

約電話）※１人30分まで。

空き家・空土地有効活用相談会 12日㈫
時 10:00～16:00　所 市役所２階　市民交流ロビー
問 徳島県宅地建物取引業協会阿南・海部支部　☎23−7408

または住宅・建築課　☎22−3431

消費生活相談（来所時は要電話） 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談  20日㈬
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 11日㈪、18日㈪、25日㈪
時 10:00～15:00　所 ひまわり会館１階
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 12・13・19・26日　時 13:00～17:00
日 22・29日　時 13:00～16:00
所  ひまわり会館１階　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） ７日㈭
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※12月の相談日はありません。

中小企業の経営相談会（要予約） 21日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所２階　207会議室
予 前日までに徳島県よろず支援拠点へ
問 徳島県よろず支援拠点 ☎088−676−4625

または商工観光労政課 ☎22−3290

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
3日 殿 谷 整 形 外 科 医 院 津乃峰町 ☎27−3334
4日 羽ノ浦整形外科内科病院 羽ノ浦町 ☎44−6111

10日 益 崎 胃 腸 科 内 科 医 院 那賀川町 ☎42−0022
17日 宮 本 病 院 羽ノ浦町 ☎44−4343
23日 林 整 形 外 科 見能林町 ☎23−6060
24日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくだ
さい。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　18：00〜22：00（日曜・祝日は17：00〜）
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※阿南市夜間休日診療所は健康づくりセンター内にあります。
●小児救急医療体制　受入日や時間帯は徳島県ホームページ
「医療とくしま」にてご確認ください。

11月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

11月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄・抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付（※時間延長時は、住民異動・印鑑

登録・申告等は行っていません） 市民生活課（☎22−1116）へ

６日㈬、20日㈬　17:15～18:15

防災行政無線の自動電話応答サービス ☎28−9000
防災行政無線からの放送内容を電話で確認することができます。

スポーツ施設11月の休館日
スポーツ総合センター 5・11・18・25日
那賀川スポーツセンター 6・13・20・27日
羽ノ浦総合国民体育館 5・11・18・25日
羽ノ浦健康スポーツランド 5・11・18・25日
県南部健康運動公園 5・12・19・26日

11月の市税

問い合わせは　税務課納税係（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
※課税内容のご相談については、平日開庁時間内に対応しています。

日曜窓口  24日㈰  8:30～17:00 東玄関よりお越しください。

延長窓口  20日㈬ 17:15～19:15 正面玄関よりお越しください。

11月の延長・日曜窓口

■固 定 資 産 税（第４期）
■国民健康保険税（第６期）
　納期限は、12月２日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

特設人権相談 13日㈬
時 13:30～16:00　所 桑野公民館、富岡公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人口と世帯数

人口　	72,800	 人	（−73）
（男）	35,298	 人	（−29）
（女）	37,502	 人	（−44）
世帯数　31,020 世帯（＋	 6）

※令和元年９月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金

納期限

問い合わせは
下水道課（☎22−1796）へ

分割納付の第２期
12月２日㈪
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ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

阿南ぶらりまち紀行 第157回

パネルディスカッションのようす

赤色顔料を解説する本田さん

弥生時代の交易を読み解いた大久保さん

遺物を観覧（加茂宮ノ前遺跡講演会にて）

地元の思いを語る柳沢さん

　

阿
南
市
水
井
町
に
あ
る
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺

跡
が
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
を
記
念
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
県
・
市
主
催
）
が
９
月
７

日
、
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
市
民
な
ど
約
３
５
０
人
が
参
加
し
、

古
の
阿
南
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

遺
跡
は
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前

期
（
紀
元
前
１
世
紀
半
ば
か
ら
４
世
紀
初
め
）

に
か
け
て
、
赤
色
顔
料
「
水
銀
朱
」
の
原
料
に

な
る
辰
砂
が
採
掘
さ
れ
た
跡
地
。
こ
の
時
代
で

は
、
全
国
唯
一
、
本
市
に
し
か
な
い
遺
跡
で
す
。

　

基
調
講
演
で
は
、
徳
島
文
理
大
学
教
授
の
大

久
保
哲
也
さ
ん
が
、
遺
跡
の
調
査
か
ら
弥
生
時

代
の
交
易
を
読
み
解
き
ま
し
た
。
大
久
保
さ
ん

は
、「
鉱
脈
を
見
つ
け
た
り
、
硬
い
岩
盤
か
ら

辰
砂
を
採
掘
し
加
工
し
た
り
す
る
の
に
は
、
高

度
な
技
術
が
必
要
で
、
外
部
か
ら
技
術
者
を
集

め
、
朱
を
交
易
品
と
し
て
生
産
し
、
流
通
さ
せ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

赤
色
顔
料
に
く
わ
し
い
九
州
国
立
博
物
館
名

誉
館
員
の
本
田
光
子
さ
ん
は
、
各
時
代
や
地
域

で
の
赤
色
顔
料
の
使
わ
れ
方
を
紹
介
し
、「
赤

色
を
埋
葬
な
ど
の
重
要
な
場
面
で
使
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
特
別
な
色
と
し
て
捉
え
て
い
た

の
で
は
」
と
古
代
人
の
心
情
に
迫
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遺
跡
の
歴
史
的
価
値
や
今
後
の
活
用

を
考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
有
識

者
な
ど
８
人
で
行
わ
れ
、
文
化
庁
文
化
財
第
二

課
の
川
畑　

純
さ
ん
は
、
全
国
の
遺
跡
保
護
や

活
用
事
例
を
紹
介
。
水
井
町
総
代
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
加
茂
谷
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
会
事
務
局
長
の

柳
沢
久
美
さ
ん
は
、「
遺
跡
は
祖
先
か
ら
の
贈

り
物
。
地
域
資
源
と
し
て
ま
ち
の
活
性
化
に
生

か
し
た
い
」
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
に
は
加
茂
谷
公
民
館
で
、
本
遺
跡

と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
て
い
る
加
茂
宮
ノ
前
遺

跡
を
考
え
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
、

全
国
の
考
古
学
の
専
門
家
や
フ
ァ
ン
か
ら
阿
南

市
に
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
の
保
護

と
整
備
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
委
員

会
を
、
来
年
度
か
ら
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

遺
跡
を
知
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が
そ

の
時
代
を
生
き
、
命
を
繋
い
で
き
た
〝
た
く
ま

し
さ
〟
に
触
れ
る
こ
と
。
そ
の
証
を
次
の
世
代

へ
と
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
こ
そ
、
現
在
を
生

き
る
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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